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今
回
、
紹
介
す
る
史
料
「
日
記
帳
」
は
、
銅
駝
会
文
書
中
、
整
理
番
号
4-

11-

5
を
与
え
た
七
〇
丁
ほ
ど
に
及
ぶ
書
冊
史
料
で
あ
る
。
表
紙
に
「
戊

明
治
十
一
年　

寅
六
月
吉
日
」
と
日
付
が
付
さ
れ
、
裏
表
紙
に
は
「
上
京
第
廿
八
区　

東
玉
屋
町
」
と
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
日
記
帳
」
に
は
、

明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
始
ま
り
、
各
町
に
「
公
同
組
合
」
が
設
立
奨
励
さ
れ
て
い
く
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
ま
で
の
、
東
玉
屋
町
（
現
京
都
市
中

京
区
二
条
烏
丸
西
入
）
の
「
町
」
運
営
全
般
に
わ
た
っ
て
の
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
町
」
で
の
協
議
・
取
り
決
め
、
人
の
出
入
り
、「
町
」
内
に
お
け

る
土
地
家
屋
の
売
買
、
行
政
か
ら
の
布
達
、「
町
」
内
の
年
中
行
事
、
諸
税
・
諸
掛
の
負
担
等
な
ど
で
あ
る
。
文
字
通
り
、「
町
」
自
治
を
、「
町
」
の
側
か

ら
読
み
解
く
た
め
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。

　

銅
駝
会
文
書
に
関
し
て
は
、
そ
の
史
料
目
録
を
『
経
済
学
論
叢
』
第
五
六
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
五
年
二
月
）
に
発
表
し
た
。
左
記
の
整
理
番
号
は
、
そ
の

目
録
番
号
で
あ
る
。
そ
の
目
録
発
表
に
際
し
記
し
た
解
題
で
は
、
同
文
書
発
見
と
整
理
・
目
録
作
成
に
至
る
経
緯
、
同
文
書
群
の
構
成
、
同
業
者
町
と
し

て
の
東
玉
屋
町
の
沿
革
、
銅
駝
会
と
薬
祖
神
祭
、「
町
」
自
治
の
変
容
、「
町
」
の
祭
祀
に
触
れ
た
。
本
稿
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い
。

一　
（
九
三
二
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　

近
世
京
都
で
の
「
町
」
自
治
は
、
文
字
通
り
建
物
・
土
地
を
所
有
す
る
家
持
層
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
借
家
層
は
排
除
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
近
代
に
入
っ
て
も
基
本
的
に
は
継
承
さ
れ
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
の
郡
区
町
村
編
成
法
の
施
行
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の

市
制
特
例
の
施
行
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
の
公
同
組
合
の
設
置
奨
励
を
経
過
し
て
も
、「
町
」
独
自
に
内
規
な
ど
を
設
定
し
て
、
実
質
的
に
そ
の
シ

ス
テ
ム
を
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、「
町
」
運
営
の
弊
害
が
社
会
的
に
認
識
さ
れ
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、少
な
く
な
い
「
町
」
の
運
営
シ
ス
テ
ム
が
、

家
持
自
治
か
ら
借
家
を
含
め
た
住
民
自
治
へ
と
質
的
な
変
化
を
見
せ
始
め
る
の
で
あ
る（
１
）。

　

こ
う
し
た
変
化
の
原
因
は
、
京
都
に
お
け
る
産
業
社
会
の
発
展
に
よ
る
「
都
市
化
」
が
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

様
々
な
指
標
か
ら
そ
の
「
都
市
化
」
を
検
証
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
、
生
活
単
位
と
し
て
の
家
族
が
居
を
構
え
る
「
町
」
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、

そ
の
変
化
の
姿
を
ま
ず
描
き
切
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
都
市
化
」
と
い
う
現
象
が
、
一
方
で
生
活
の
改
善
と
い
う
側
面
を
持
ち
な
が
ら
、
他
方
、
旧
来
か
ら
機
能
し
て
い
た
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

協
同
性
を
弛
緩
さ
せ
、
時
に
は
そ
れ
を
空
間
的
・
物
理
的
に
破
壊
す
る
場
合
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
問
題
」
を
引
き
起
こ
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に

行
政
は
様
々
な
方
策
を
施
す
が
、
そ
の
妥
当
性
は
地
域
住
民
組
織
の
側
か
ら
検
証
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
京
都
電
気
鉄
道
が
営
業
を
開
始
し
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
始
ま
る
三
大
事
業
の
一
つ
と
し
て
の
「
市

電
」
の
敷
設
と
い
っ
た
一
連
の
都
市
交
通
網
の
整
備
は
、
労
働
力
の
移
動
を
容
易
に
し
、
流
動
化
を
促
進
し
、
そ
れ
が
産
業
化
の
一
層
の
発
展
を
う
な
が

す
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
、
両
側
町
と
し
て
の
京
都
の
「
町
」
の
協
同
空
間
の
な
か
に
、
軌
道
と
し
て
私
企
業
や
「
公
」
の
所
有
地
が
発
生
し
、

そ
の
上
を
鉄
の
塊
が
恒
常
的
に
通
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
理
的
に
「
町
」
を
分
断
す
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
町
」
の
分
断
が
、
ど
の
よ

う
な
影
響
を
住
民
の
生
活
に
与
え
た
か
、
や
は
り
、
自
治
の
基
礎
単
位
と
し
て
の
「
町
」
の
側
か
ら
検
証
せ
ず
に
は
浮
か
び
上
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
が
「
町
」
と
い
う
単
位
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、
京
都
と
い
う
近
代
都
市
の
歴
史
的
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
を
進
め
る
所
以
で
あ
る
。

二　
（
九
三
一
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

　
　
　
　
　
　
　

本
「
日
記
帳
」
の
特
徴
的
内
容

（
一
）『
日
記
帳
』
の
中
断

　

本
史
料
の
後
半
部
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
中
の
役
職
を
記
し
た
箇
所
に
は
、「
別
段
日
記
扣
ル
ニ
不
及
候
由
ニ
付
、
今
后
不
持
候
事
決
定
候
也
」

と
あ
り
、
次
の
頁
に
は
大
き
く
「
×
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
冒
頭
に
添
付
さ
れ
て
い
る
罫
紙
の
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
六
月
の
「
町
」
の
取

り
決
め
以
外
、明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
四
月
ま
で
『
日
記
帳
』
は
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、こ
の
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
か
ら
二
九
（
一
八
九
六
）

年
ま
で
の
間
、
東
玉
屋
町
が
自
治
組
織
と
し
て
全
く
機
能
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
は
「
東
玉
屋
町
々
則
」
を
作
成
し
、

地
蔵
尊
を
営
み
、
総
代
を
置
い
て
自
治
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
の
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
持
つ
意
味
を
考
え
る
前
段
階
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
行
政
と
「
町
」
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
京
都
で
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
第
二
次
町
組
改
正
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
上
京
と
下
京
の
境
界
が
二
条
通
か
ら
三
条
通
に
変
更
さ
れ
、
上
京

三
三
番
組
、下
京
三
二
番
組
が
成
立
し
た
。
こ
の
番
組
＝
学
区
（
明
治
二
五
年
以
降
の
名
称
）
が
、い
わ
ゆ
る
「
番
組
小
学
校
」
の
単
位
と
な
る
。
東
玉
屋
町
は
、

こ
の
時
に
二
条
通
北
側
の
玉
屋
町
と
南
側
の
東
大
黒
町
が
合
併
し
て
で
き
た
「
町
」
で
あ
る
。

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
、
番
組
の
呼
称
は
「
区
」
と
改
め
ら
れ
、
各
町
に
は
戸
長
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
町
」
は
行
政
の
末
端
に
位
置
付

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
一
町
に
対
し
一
人
の
戸
長
を
置
い
た
た
め
、
戸
長
が
千
数
百
人
に
上
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
経
費
が
か
か

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
は
、
約
二
〇
〇
戸
を
目
安
に
戸
長
一
人
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
戸
長
は
六
〜
七
カ
町

に
一
人
と
な
り
、「
町
」
は
行
政
的
な
単
位
と
し
て
の
位
置
付
け
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
は
、
戸
長
が
約
一
〇
〇

戸
を
目
安
と
し
て
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
郡
区
町
村
編
成
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、「
学
区
」
が
戸
長
区
と
な
っ
た
が
、
明
治

二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
市
制
特
例
が
施
行
さ
れ
、
戸
長
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
「
学
区
」
も
行
政
的
位
置
付
け
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
と
い
う
年
は
、
京
都
が
市
政
特
例
の
施
行
に
よ
り
、
京
都
市
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
市
政
特
例
の
施
行
に
と
も
な
い
、

三　
（
九
三
〇
）
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六
十
一
巻  
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四
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京
都
市
は
行
政
事
務
を
一
括
し
て
管
掌
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
戸
長
を
通
じ
て
、「
町
」
や
学
区
が
住
民
の
把
握
、
徴
税
や
役
所
か
ら
の
諭

達
の
周
知
な
ど
と
い
っ
た
行
政
事
務
の
一
部
を
負
担
し
て
き
た
。
前
述
の
よ
う
に
「
町
」
に
戸
長
が
置
か
れ
、「
町
」
が
行
政
の
末
端
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
た
の
は
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
後
も
「
町
」
は
学
区
の
下
で
徴
税
業
務
な
ど
を
代
行
し
て
い
た（
２
）。
し
か
し
、
市
政

特
例
の
施
行
に
よ
り
、「
町
」
の
業
務
か
ら
そ
う
い
っ
た
行
政
の
補
助
的
業
務
は
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
史
料
に
お
い
て
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年

以
降
の
記
載
が
な
く
な
っ
た
の
は
、
こ
う
い
っ
た
「
町
」
と
行
政
と
の
関
係
の
変
化
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
『
日
記
帳
』
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
四
月
の
東
玉
屋
町
内
に
お
け
る
衛
生
組
長
決
定
の
記
録
か
ら
再
開
さ
れ
る
。
衛
生
組
合
は
、
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
「
町
」
を
単
位
と
し
て
設
置
奨
励
さ
れ
た
が
、
そ
の
設
置
は
上
手
く
進
ま
ず
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
京
都
市
は
、
あ
ら
た
め

て
衛
生
組
合
並
連
合
衛
生
組
合
設
置
標
準
を
設
け
た
。
そ
れ
を
受
け
て
『
日
記
帳
』
が
再
開
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る（
３
）。

　

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
の
公
同
組
合
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
政
特
例
に
よ
っ
て
「
町
」
自
治
の
伝
統
が
廃
絶
の
危
機
に
あ
っ
た
た
め
、「
町
」
が

そ
の
設
置
を
求
め
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
『
日
記
帳
』
の
中
断
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
町
」
に
と
っ
て
市
政
特
例
の
影
響
は
少
な
く
な

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
東
玉
屋
町
は
こ
の
間
に
も
地
蔵
尊
と
い
っ
た
年
中
行
事
を
継
続
し
て
お
り
、
町
規
約
も
改
正
し
て
い
る
。

「
町
」
の
自
治
は
、
こ
の
間
も
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
公
同
組
合
の
設
置
の
要
請
は
む
し
ろ
、
市
政
特
例
に
よ
り
行
政
事
務

が
増
大
し
た
京
都
市
の
側
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う（
４
）。

（
二
）
住
民
の
把
握

　

本
史
料
に
は
、「
受
籍
証
」、「
送
籍
証
」
あ
る
い
は
不
動
産
の
売
買
と
い
っ
た
人
の
出
入
り
に
関
す
る
記
録
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
住
民
の
把
握
は
、

近
世
か
ら
伝
統
的
に
「
町
」
で
行
わ
れ
て
お
り
、「
町
」
自
治
の
根
幹
を
支
え
る
問
題
と
し
て
厳
し
く
行
わ
れ
て
き
た
。
近
代
に
お
い
て
も
「
町
」
の
そ
う

い
っ
た
性
格
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、東
玉
屋
町
で
は
、土
地
・
家
屋
の
売
買
で
は
売
主
と
買
主
双
方
に
請
人
が
必
要
と
さ
れ
、受
け
渡
し
に
は
「
町
」

の
立
合
が
必
要
で
あ
っ
た（
５
）。

四　
（
九
二
九
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

　

一
方
、
行
政
に
よ
る
住
民
の
把
握
は
、
戸
長
の
業
務
で
あ
り
、
戸
長
は
「
町
」
を
通
じ
て
住
民
を
把
握
し
て
い
た（
６
）。
行
政
に
よ
る
住
民
把
握
は
、
伝
統

的
な
「
町
」
自
治
を
基
礎
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
史
料
の
「
受
籍
証
」
や
「
送
籍
証
」
の
宛
所
に
、
戸
長
と
い
う
役
職
名
が
多
く
見
ら

れ
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
行
政
上
の
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
の
中
で
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
月
に
「
町
」
持
ち
の
土
地
と
家
屋
が
、
当
時
の
総
代
で
あ
っ
た
森
平
三
郎
に
登
記
移
転
さ
れ
て

い
る
事
例
が
あ
る
。
同
様
の
事
例
が
、
同
町
『
式
法
帳
』
に
も
み
ら
れ
、
こ
の
「
町
」
持
ち
の
土
地
・
家
屋
は
、
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
ま
で
東
玉
屋

町
で
用
人
を
勤
め
、
そ
の
後
町
会
所
で
荒
物
・
理
髪
業
を
営
ん
で
い
た
小
林
元
七
に
売
却
さ
れ
た
。
近
代
に
お
け
る
用
人
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
不
明
な
点
が
多
い
が
、
こ
の
事
例
は
近
代
に
お
け
る
用
人
と
「
町
」
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
三
）
嘆
願
活
動

　
「
町
」
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
行
政
の
補
助
機
関
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、「
町
」
は
、
た
だ
行
政
の
業
務
を
末
端
で
遂
行

し
た
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
に
対
し
て
嘆
願
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
本
史
料
で
は
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
「
市
街
地
税
未
納
年
賦
延
納
之
儀
ニ
付

御
願
」
と
し
て
、
未
納
地
税
の
延
納
願
を
「
町
」
か
ら
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
宛
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
は
、「
物
価
騰
貴
民
費
相
嵩
候
」
と
訴

え
て
い
る
。
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
は
、松
方
正
義
の
財
政
政
策
に
よ
っ
て
物
価
下
落
が
企
図
さ
れ
た
時
期
に
当
た
る
が
、い
ま
だ
市
中
に
そ
の
「
効
果
」

が
波
及
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
実
感
と
し
て
一
般
の
住
民
に
と
っ
て
は
物
価
が
高
い
と
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を

鑑
み
、「
町
」
か
ら
行
政
へ
延
納
の
嘆
願
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
町
」
は
行
政
の
補
助
業
務
を
上
意
下
達
で
遂
行
す
る
の
み
な
ら
ず
、
下
意
上
達
の
役
割
も
果
た
し
、
町
住
民
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五　
（
九
二
八
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
四
）
薬
種
同
業
者
町
と
し
て
の
性
格

　

本
史
料
冒
頭
の
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
「
町
」
の
議
決
事
項
に
は
、
東
玉
屋
町
の
年
中
行
事
で
あ
る
薬
祖
神
祭
に
関
す
る
集
金
の
方
法
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
薬
祖
神
祭
の
造
リ
物
の
経
費
は
、「
家
持
一
流
（
マ
マ
）并
ニ
借
家
ノ
薬
店
」
か
ら
、
一
戸
に
付
き
三
五
銭
が
集
金
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

東
玉
屋
町
の
所
在
す
る
二
条
烏
丸
を
中
心
と
し
た
地
域
は
、近
世
以
来
の
薬
種
商
に
よ
る
同
業
者
街
で
あ
り
、東
玉
屋
町
は
そ
の
中
で
も
「
二
条
四
丁
町
」

と
呼
ば
れ
る
中
心
的
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
。
薬
祖
神
祭
は
、
東
玉
屋
町
の
町
内
に
あ
る
薬
祖
神
を
祀
る
年
中
行
事
で
、
薬
種
同
業
者
町
の
年
中
行
事
と

し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
行
事
で
あ
る
。
こ
の
祭
に
は
、
家
持
と
借
家
の
区
別
よ
り
も
、
薬
種
商
を
営
ん
で
い
る
か
ど
う
か
が
費
用
負
担
の
基
準
と
し
て

用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
、
京
都
の
「
町
」
の
住
民
構
成
に
は
、
大
き
く
分
け
て
不
動
産
所
有
者
で
あ
る
家
持
と
借
家
の
区
別
が
あ
る
。「
町
」
に
よ
っ
て
は
借
家
を
、

表
通
り
に
面
し
た
家
屋
に
居
住
す
る
表
借
家
と
、
表
通
り
か
ら
奥
に
入
っ
た
家
屋
に
居
住
す
る
裏
借
家
に
区
分
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
神
農
尊
の

よ
う
な
特
別
な
意
味
合
い
を
持
つ
年
中
行
事
で
は
、
家
持
と
借
家
と
い
う
区
分
で
は
な
く
、
薬
種
商
と
い
う
職
種
を
基
準
と
し
た
論
理
が
働
い
て
い
る
こ

と
が
、
こ
の
史
料
か
ら
伺
え
る
。

　

ま
た
、
年
中
行
事
や
「
町
」
の
経
常
費
の
収
集
で
は
、
こ
う
し
た
住
民
の
区
別
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
額
に
差
が
設
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
東
玉
屋
町
の
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
の
「
東
玉
屋
町
々
則
」
で
は
、「
軍
事
及
衛
生
予
備
費
」
が
家
持
の
場
合
月
に
五
銭
徴
収
さ
れ
、
借
家
の
場

合
に
は
月
に
三
銭
徴
収
さ
れ
た（
７
）。
し
か
し
、
こ
の
神
農
尊
で
は
、
薬
種
商
で
あ
れ
ば
家
持
と
借
家
を
問
わ
ず
、
同
額
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

東
玉
屋
町
の
よ
う
な
商
業
地
域
に
お
い
て
は
、
例
え
借
家
で
あ
ろ
う
と
も
経
済
的
に
は
家
持
と
変
わ
ら
な
い
地
位
の
者
が
居
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

経
済
的
に
見
れ
ば
家
持
と
借
家
に
大
差
が
無
い
と
判
断
さ
れ
、
同
額
が
徴
収
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
経
済
力
を
指
標
と
し
た
判
断

基
準
は
、
商
業
地
に
お
け
る
「
町
」
を
分
析
す
る
上
で
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 六　

（
九
二
七
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

註（
１ 
）
奥
田
以
在
「
近
代
京
都
『
町
』
に
お
け
る
家
持
自
治
の
転
換
―
東
玉
屋
町
、
仲
之
町
を
事
例
と
し
て
―
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
社
会
科
学
』
第
七
六
号
、

二
〇
〇
六
年
三
月
）
参
照
。

（
２ 

）
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
京
都
市
政
史　

第
一
巻　

市
政
の
形
成
』（
京
都
市
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
第
Ⅰ
部
第
二
章
、
小
林
丈
広
「
町
の
記
憶
、
学
区
の
歴
史
」

（
京
都
市
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
『
京
都
市
政
史
編
さ
ん
通
信
』
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
参
照
。

（
３ 

）
小
林
丈
広
「
公
同
組
合
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て
―
一
八
九
〇
年
代
の
地
域
社
会
と
行
政
―
」（
京
都
民
科
歴
史
部
会
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
二
三
四
号
、
一
九
九
九

年
六
月
）
参
照
。

（
４
）
小
林
丈
広
、
同
前
論
文
、
辻
ミ
チ
子
『
転
生
の
都
市
・
京
都
―
民
衆
の
社
会
と
生
活
―
』（
阿
吽
社
、
一
九
九
九
年
）
第
二
章
、
参
照
。

（
５ 

）
奥
田
以
在
「
式
法
帳
と
『
町
』
規
約
―
京
都
二
条
烏
丸
東
玉
屋
町　

銅
駝
会
文
書
所
収
史
料
―
」（
同
志
社
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
論
叢
』
第
五
六
巻
第
四
号
、

二
〇
〇
五
年
二
月
）
参
照
。

（
６ 

）
小
林
丈
広
「
京
都
の
町
組
織
の
再
編
と
公
共
的
業
務
―
清
和
院
町
を
中
心
に
―
」（
伊
藤
之
雄
編
『
近
代
京
都
の
改
造
―
都
市
経
営
の
起
源　

一
八
五
〇
〜
一
九
一
八
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
，
二
〇
〇
六
年
四
月
所
収
）
参
照
。

（
７
）「
東
玉
屋
町
々
則
」
は
、
奥
田
以
在
前
掲
史
料
紹
介
（
注
５
）
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

凡　
　

例

　

一
、
原
文
に
は
適
宜
読
点
「
、」
を
付
し
た
。

　

一
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

　

一
、 

か
な
は
、
現
行
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
に
改
め
た
。
但
し
、
者
、
江
、
之
、
而
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
、
者
、
江
、
而
に
つ
い
て
は
、

文
字
の
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
明
示
し
た
。

七　
（
九
二
六
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
九
九
九
）

　

一
、

は
「
よ
り
」
と
し
た
。

　

一
、
欠
字
お
よ
び
平
出
に
つ
い
て
は
、
読
点
を
付
し
続
け
た
。

　

一
、
判
読
不
明
な
文
字
は
、
そ
の
字
数
だ
け
□
を
用
い
て
示
し
た
。

　

一
、
抹
消
部
分
は
「　
　
　

」
で
く
く
り
、（
以
下
抹
消
）
と
傍
注
を
付
し
た
。

　

一
、 

意
味
が
通
じ
に
く
い
が
原
文
の
ま
ま
と
し
た
場
合
に
は
（
マ
マ
）、
原
本
の
文
字
に
疑
問
が
あ
る
と
き
は
（
カ
）
あ
る
い
は
（
脱
）
と
し
て
傍
注
を
付

し
た
。
ま
た
、
明
ら
か
に
誤
字
の
場
合
に
は
、
傍
注
（　

）
で
正
字
を
付
し
た
。

　

一
、
三
四
ペ
ー
ジ
上
段
の
人
名
の
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
符
牒
が
記
し
て
あ
る
が
、
文
字
化
で
き
な
い
た
め
「
△
」
を
付
し
、
そ
れ
を
示
し
た
。

＊ 

解
題
の
執
筆
は
、「
は
じ
め
に
」
を
西
村
が
、「
本
『
日
記
帳
』
の
特
徴
的
内
容
」
を
奥
田
が
担
当
し
た
。
な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

十
九
・
二
〇
年
度
私
立
大
学
等
経
常
経
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重
点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
の
助
成
を
受
け
た
。

戊
（
表
紙
）明

治
十
一
年

　

  

日
記
帳

寅
六
月
吉
日

上 （
裏
表
紙
）京

第
廿
八
区

　

東
玉
屋
町

今
般
一
流

（
マ
マ
）協

之
上
、
左
之
件
々
改
正
候
也

　
　
　

廿
三
年
六
月
十
九
日

一　

町
内
共
有
金
利
子

　
　
　

壱
ヶ
月
八
朱
定
メ

一　

地
蔵
尊
入
費
改
正

　
　
　

 

総
テ
当
番
ノ
負
担
ニ
シ
テ
、
町
入
費
江
差
出
ス
可
カ
ラ
ズ

八　
（　
　
　

）

八　
（
九
二
五
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

（
九
九
八
）

一　

神
農
尊
造
リ
物
入
費

　
　
　

 

是
迄
入
費
取
集
メ
、
残
額
ハ
町
入
費
ニ
操
（
マ
マ
）込
来
ル
処
、
向
後
左

ノ
集
メ
之
余
ハ
、
其
当
番
ニ
テ
弁
ス
ル
事

　
　

集
金　

壱
戸
金
三
拾
五
銭　

家
持
一
流

（
マ
マ
）并
ニ

借
家
ノ
薬
店
共

　
　
　
　

但
シ
、
十
四
戸
ノ
予
定

一　

帳
簿
検
査
ノ
節
入
費

　
　
　

其
節
可
成
節
検
ヲ
以
テ
町
費
江
可
差
出
し
（
マ
マ
）事

　
　
　
　

但
シ
、
抱
屋
敷
者
此
費
ヲ
除
ク

一　

御
千
度
ノ
節
ハ
、
町
箱
ヨ
リ
金
壱
円
也　

御
神
酒
料

差
出
ス
事

　
　
　

明
治
廿
三
年
六
月　

町
中
立
会
決
義
（
マ
マ
）ス

　
　
　
　

日
記
長（
マ
マ
）
　

始
メ

　
　
　
　

受
籍
券

第
廿
三
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

朱（
書
印
）印
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

喜
代
田
源
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

妹　

う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
十
四
初　

 

当
壱
年
十
一
ヶ
月

右
之
者
、
今
般
当
村
第
百
四
拾
四
番
地
住
居
山
田
清
兵
衛
殿
方
江
養
女

ニ
罷
越
候
ニ
付
、
送
籍
被
指
出
候
、
自
今
当
村
内
ヘ
編
籍
可
致
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
六
月　
　
　
　

  

愛
宕
郡
第
二
区
下
鴨
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

戸
長　

鴨
脚
秀
経
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
殿

　
　
　
　

  

送
籍
証

第
五
十
六
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
町　

大
槻
新
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

明
七
五 

□　

 

当
廿
弐
年
五
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〆
壱
員

右
之
者
、
今
般
該
町
駒
井
ゆ
う
借
家
第
廿
壱
番
地
江
転
住
致
し
度
旨
申

出
候
ニ
付
当
町
除
籍
候
条
、
自
今
貴
町
御
加
籍
有
之
度
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
六
月
十
七
日  　

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　

上
京
第
廿
九
区
仁
王
門
町

　
　
　
　

戸
長　

嶋
林
専
助
殿

　
　
　
　

雇
入
御
届
書

九　
（　
　
　

）

九　
（
九
二
四
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
九
九
七
）

雇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

京
都
府
下
上
京
第
三
拾
壱
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

新
烏
丸
夷
川
上
ル
藤
木
町

入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
田
源
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

明
八 

初　

 

長
男　

藤
一
郎

届　
　

小
西
金
兵
衛
雇
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
九
年
八
ヶ
月

ケ　
　

右
之
者
雇
入
仕
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　

明
治
十
一
年
六
月
十
七
日

　
　
　
　

雇
入　

暇
出　

届
ケ
証

暇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

掛
見
喜
兵
衛
雇
入

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

雇
入　

甚
介

届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　

慎
治
郎

ケ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　
　

さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
〆
三
人

右
三
人
之
者
、
本
日
暇
遣
シ
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
六
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

惣
代　

山
村
太
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
様

　
　
　
　

御
答
証

一　

 

茶
畑
当
町
内
所
持
之
者
有
無
共
御
尋
ニ
付
、
早
束（
マ
マ
）ニ
取
調
候
処
、
無

御
座
候
間
、
此
段
御
答
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
一
年
六
月
十
九
日　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

惣
代　

山
村
太
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
様

暇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
米
介
雇
入

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

亀
吉

届　

右
之
者
本
日
暇
出
シ
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
也

ケ
　
　
　
　
　

明
治
十
一
年
六
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

  

惣
代

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　

受
籍
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

該
御
町

朱割印

 

第
弐
百
五
拾
四
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
槻
新
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
廿
二
年
五
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〆
壱
員

右
之
者
今
般
当
町
第
廿
壱
番
地
江
転
宅
致
候
ニ
付
、
送
籍
証
被
差
越
正

ニ
落
掌
致
候
、
自
今
当
町
江
編
入
可
致
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
六
月　
　
　
　

  

上
京
第
廿
九
区
二
（
マ
マ
）王
門
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

嶋
林
専
助
印
（
書
印
）

一
〇　
（　
　
　

）

一
〇　
（
九
二
三
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

（
九
九
六
）

　
　

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
殿

　
　
　
　

送
籍
願
書

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
町　

広
瀬
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〆
壱
員

右
之
者
、
今
般
上
京
第
拾
六
区
葭
屋
町
上
長
者
町
上
ル
南
俵
町
三
百
四
十
一

番
地
住
居
広
瀬
う
た
方
ヘ
送
籍
御
願
申
上
候

　

但
し
、
右
町
戸
長　

安
田
乾
元
殿
ヘ

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
一
日　
　
　

  
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
惣
代　

山
村
太
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
様

　
　
　
　

送
籍
証

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

広
瀬
半
兵
衛

右
之
者
、
今
般
該
町
第
三
百
四
拾
壱
番
地
広
瀬
う
た
方
ヘ
引
越
度
旨
申

出
候
ニ
付
、
当
町
除
籍
候
条
、
自
今
貴
町
ヘ
御
加
籍
有
之
度
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　
　
　
　

  

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛

　
　

上
京
第
拾
六
区
葭
屋
町
上
長
者
町
上
ル

　
　

南
俵
屋
（
マ
マ
）町

　
　
　
　

戸
長　

安
田
乾
元
殿

　
　

一　

梅
干　

廿
五
樽

　
　

一　

大
根
漬　

七
拾
五
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
府
下
平
民

　
　

 

客
年
四
月
以
来
、
大
阪
軍
事
病
院
ヘ
右
弐
品
献
納
致
シ
候
処
、
其

際
前
書
之
如
ク
唯
々
平
民
ト
而
已
記
裁
（
マ
マ
）有
之
、
直
々
右
病
院
ヘ
献

納
相
成
候
ニ
付
、
当
人
名
前
并
ニ
区
町
名
共
判
然
不
仕
、
因
而
各

区
中
無
漏
有
志
之
者
有
無
共
御
取
調
至
急
答
書
御
差
出
可
有
之
候

也

　
　
　
　
　

七
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
区
長

　

右
之
通
リ
達
ニ
付
至
急
取
調
、
本
日
中
ニ
有
無
共
答
書
可
差
出
候
也

　
　
　
　

七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

区
長

　
　
　
　

右
御
取
調
ニ
付
、
左
之
答
書
差
出
候
事

一　

梅
干
廿
五
樽　

大
根
漬
七
拾
五
樽

右
客
年
四
月
以
来
大
坂
軍
病
院
ヘ
献
納
致
シ
候
者
御
尋
ニ
付
、
迅
速
取

調
候
所
、
当
町
内
ニ
者
無
之
此
段
御
届
ケ
奉
申
上
候
也

　
　
　

七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
邨
太
七
印
（
書
印
）

一
一　
（　
　
　

）

一
一　
（
九
二
二
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
九
九
五
）

一　
 

暑
中
ニ
付
七
月
一
日
ヨ
リ
当
府
庁
午
前
第
六
時
出
頭
、
同
七
時
報

刻
、
依
之
諸
願
伺
届
ケ
等
午
前
第
九
時
限
ニ
而
、
十
二
時
報
刻
、

退
庁
ニ
相
成
候
条
、
此
旨
為
御
心
得
早
々
及
御
通
知
候
也

　
　
　
　
　

七
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
区
長

一　

 

寅
列
刺
病
予
防
之
義
ニ
付
而
者
、
兼
而
御
達
シ
有
之
候
ニ
付
、
一
層

予
防
行
届
ケ
候
様
御
沙
汰
ニ
付
、
区
戸
長
ヨ
リ
毎
戸
無
漏
御
注
意

可
有
之
候
、
此
段
至
急
御
達
シ
申
入
候
也

　
　
　
　
　

七
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
区
長

右
之
通
リ
御
達
シ
有
之
候
ニ
付
、
厳
重
ニ
御
取
締
可
有
之
候
也

　
　
　

七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

区
長

　
　
　
　

送
籍
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
京
区
第
廿
八
区
秋
之
（
マ
マ
）々
町

朱割印

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
野
伊
兵
衛
養
男

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
明
九
六 

再　
　

   

小
野
太
三
郎

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
七
五 

初　
　

   

当
七
年
十
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計
壱
員

右
之
者
、
今
般
其
御
町
五
百
拾
六
番
地
江
分
家
為
致
度
旨
申
出
候
ニ
付
、

任
其
意
当
町
除
籍
、
自
今
其
御
町
ヘ
御
加
籍
在
之
度
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
六
日　
　
　
　
　

  

右
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

上
羽
利
介
印
（
書
印
）

　
　

当
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
殿

　
　
　
　

受
籍
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

該
御
町

朱割印

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
野
伊
兵
衛
養
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
野
太
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
七
年
十
一
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

右
壱
員

右
之
者
、今
般
当
町
五
百
拾
六
番
地
江
分
家
致
候
ニ
付
、送
籍
券
被
差
遣
、

自
今
弊
町
江
編
入
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
八
日　

  

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　

当
区
秋
野
々
町

　
　
　
　

戸
長　

上
羽
利
助
殿

暇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

半
井
万
介
雇
入

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

豊
吉

シ　

右
之
者
、
本
日
暇
遣
シ
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
九
日

一
二　
（　
　
　

）

一
二　
（
九
二
一
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

（
九
九
四
）

暇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
村
太
七
雇
入

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ひ
ぐ

シ　

右
之
者
本
日
暇
遣
シ
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
九
日　
　
　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村
太
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
様

一　

 

番
外
第
廿
七
号
布
達
シ
（
マ
マ
）儀
ニ
付
、
脚
気
病
取
調
有
無
共
明
後
十
二

日
迄
ニ
答
書
御
差
出
可
有
之
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

区
長

　
　
　
　
　

七
月
十
日

　
　
　
　

受
籍
証

第
四
十
二
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

広
瀬
半
兵
衛

右
之
者
、
此
度
当
町
広
瀬
う
た
方
ヘ
引
取
候
ニ
付
、
御
送
籍
相
成
、
正

ニ
落
手
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
京
第
十
六
区
北
俵
町

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

安
田
乾
元
印
（
書
印
）

　
　

上
京
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
殿

過
日
来
書
面
御
差
出
ニ
相
成
候
今
般
起
業
公
債
証
御
引
受
之
分
、
手
金

或
ハ
皆
金
御
随
意
三
井
銀
行
第
一
国
立
銀
行
両
所
之
中
ヘ
早
々
御
送
可

有
之
候
、
其
節
書
面
御
差
添
ニ
不
及
、
金
子
等
印
形
御
持
来
ニ
而
宜
敷

候
事

但
シ
、
本
月
十
五
日
ニ
相
納
メ
候
分
ハ
、
本
月
半
ヶ
月
分
之
利
子
被

相
渡
候
、
十
六
日
已
後
者
本
月
利
子
無
之
候
事
、
右
次
第
ニ
付
、
来
ル

十
五
日
迄
ニ
御
申
込
可
然
存
候
也

前
条
各
町
起
業
公
債
証
引
受
之
方
々
御
取
調
ニ
而
、
夫
々
無
漏
早
々
御

通
知
可
有
之
候
也

　
　
　

七
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

諭
導
方

　
　
　
　

送
籍
証

第
五
十
九
号　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

喜
代
田
源
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姉　

み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

慶
応
元
丑
一
月
五
日
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計
壱
員

右
之
者
、
今
般
該
御
町
六
拾
四
番
地
喜
代
田
源
介
借
家
江
移
転
致
度
旨

申
出
候
ニ
付
、
当
町
除
籍
候
条
、
自
今
貴
町
ヘ
御
編
入
有
之
度
候
也

一
三　
（　
　
　

）

一
三　
（
九
二
〇
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
九
九
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
十
四
日

　
　

上
京
第
廿
四
区
冷
泉
町

　
　
　
　

戸
長　

勝
見
儀
兵
衛
殿

　
　
　
　

送
籍
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

喜
代
田
源
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

妹　

ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

明
治
十
年
九
月
生

右
之
者
、
今
般
該
村
八
拾
九
番
地
和
田
光
胤
方
ヘ
養
女
ニ
差
遣
度
旨
申

出
候
ニ
付
、
当
町
除
籍
候
条
、
自
今
貴
地
ヘ
加
籍
有
之
度
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
十
四
日  

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　

愛
宕
郡
第
二
区
下
鴨
村

　
　
　
　

戸
長　

鴨
脚
秀
経
殿

　
　
　
　

送
籍
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

浅
井
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

叔
母　

ふ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
丗
年
七
月

右
之
者
、
今
般
該
御
町
弐
百
九
十
四
番
地
川
橋
十
籠
方
ヘ
縁
付
致
し
度

旨
申
出
候
ニ
付
、
当
町
除
籍
候
条
、
自
今
貴
町
ヘ
加
籍
有
之
度
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
十
五
日　
　

  

上
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

稲
葉
長
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　

下
京
第
四
区
御
射
山
町

　
　
　
　

戸
長　

千
田
長
右
衛
門
殿

一　

 

当
春
衆
評
之
通
、
博
覧
会
之
割
左
之
通
リ
徴
収
為
致
候
間
、
明

十
六
日
午
前
第
八
時
迄
ニ
御
差
出
可
有
之
度
候
也

　
　

地
価
金
拾
円
ニ
付　

壱
銭
ツ
ヽ

　
　

表
家
壱
戸
ニ
付　

壱
銭
弐
厘
ツ
ヽ

　
　
　
　
　

七
月
十
五
日

　
　
　
　

送
籍
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
利
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
拾
六
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

父　

松
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

八
拾
弐
年
五
月

一
四　
（　
　
　

）

一
四　
（
九
一
九
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

（
九
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

妻　

い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
拾
五
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
男　

勇
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

七
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
女　

や
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

満
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〆
五
員

右
之
者
、
今
般
該
町
第
五
百
壱
番
地
ヘ
転
住
致
し
度
旨
申
出
候
間
、
当

町
除
籍
候
条
、
自
今
貴
町
ヘ
御
加
籍
有
之
度
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　
　
　
　

  
上
京
第
廿
八
区
金
吹
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

藤
井
仁
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　

同
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　

町
中
坪
数（
カ
）并
ニ
地
価

一　

総
計
八
百
七
拾
九
坪
五
合　

坪
数
高
町
中

　
　

内
壱
坪
ニ
付
三
拾
銭
替　

金
高
金
弐
百
五
拾
九
円
九
拾
八
銭

　
　

又　

同　

 

九
拾
銭
替　

金
拾
壱
円
六
拾
壱
銭　

小
利
介
殿
地
所

　
　

総
金
高　

金
弐
百
七
拾
壱
円
五
拾
九
銭
也

　
　
　
　

地
所
授
与
相
続
ニ
付
御
書
替
願

一　

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町　
　

第
五
百
拾
六
番
地

右
之
地
所
、
今
般
養
男
小
野
太
三
郎
授
与
相
続
致
候
ニ
付
、
御
聞
済
之

上
者
、
御
規
前
之
通
御
証
印
税
上
納
可
仕
候
間
、
同
人
名
前
之
御
証
券

御
書
替
御
下
渡
被
下
度
奉
願
上
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　
　
　
　

  

上
京
第
廿
八
区
秋
野
々
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

譲
渡
主　

小
野
伊
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

右
小
野
伊
兵
衛
養
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

譲
受
主　

小
野
太
三
郎
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

区
長　

野
橋
作
兵
衛

　
　
　
　

京
都
府
知
事　

槙
村
正
直
殿

　
　
　
　

地
所
分
地
合
併
ニ
付
御
書
替
之
願

一　

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町　
　
　

第
四
百
九
拾
八
番
地

右
之
地
所
、
今
般
別
紙
図
面
之
通
奥
行
ニ
而
南
北
弐
間
半
東
西
弐
間
三

尺
五
寸
、
此
坪
六
坪
三
合
七
勺
、
金
壱
円
九
拾
壱
銭
壱
厘
、
壱
坪
ニ
付

三
拾
銭
替
以
、
同
町
小
西
市
兵
衛
ヘ
売
渡
、
第
五
百
番
地
ヘ
合
併
、
相

残
候
表
口
三
間
七
寸
、
裏
巾
弐
間
三
尺
五
寸
五
分
、
奥
行
八
間
弐
尺
弐

寸
、
私
所
持
仕
度
候
間
、
御
皆
済
之
上
者
御
規
則
之
通
リ
御
証
印
税
上

納
可
仕
候
間
、
御
証
券
御
書
替
御
下
ケ
渡
被
下
度
、
依
之
旧
券
状
弐
通

一
五　
（　
　
　

）

一
五　
（
九
一
八
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
九
九
一
）

奉
返
上
、
双
方
連
印
ヲ
以
、
此
段
奉
願
上
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　
　

  

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

売
主　

山
村
太
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

右
同
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

買
主　

小
西
市
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

区
長　

野
橋
作
兵
衛

　
　
　
　

京
都
府
知
事　

槙
村
正
直
殿

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町
南
則

（
側
カ
）五
百
番
地

従
前
券
面

坪
数
廿
三
坪

九
合　
　
　
　
　

八
間
三
尺
弐
寸

六
間
二
寸
五
分

二 間 三 尺 五 寸

御
券
金
七
円

拾
七
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
市
兵
衛

右
町
南
則
（
側
カ
）第
四
百
九
十
八
番
地

従
前
券
面

坪
数
丗
壱
坪
弐
合　
　

御
券
金
九
円
三
拾

二
銭

　
　
　
　
　
　
　
　

   

六
間
一
尺
七
寸
五
分

五
間
五
寸
二
寸
（
マ
マ
）

三 間 七 寸

三 間 四 寸

二 間 三 尺 五 寸

五 間 五 寸 五 分

二
間
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
村
太
七

右
之
地
分
地
合
併
左
之
通

上
京
第
廿
八
区
二
条
通
室
町
東
入
東
玉
屋
町
南
側
五
百
番
地

一
表
口
三
間
三
尺

　

弐
（
マ
マ
）寸
五
分

一
裏
口
同
断

一
奥
行
八
間

　

三
尺
五
寸

　
　
　
　
　
　

八
間
三
尺
五
寸

三 間 三 尺 五 寸 五 分

表 口

一
六　
（　
　
　

）

一
六　
（
九
一
七
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

（
九
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
市
兵
衛

此
坪
数
三
拾
坪
弐
合
七
勺　
　

但
シ
、
壱
坪
ニ
付
三
拾
銭

此
怙
券
金
九
円
〇
八
銭

上
京
第
廿
八
区
二
条
通
室
町
東
入
東
玉
屋
町
南
側
第
四
百
九
十
八
番
地

一
表
口
三
間
七
寸

一
裏
口
弐
間
三
尺 　

六
間
一
尺
七
寸
五
分

八
間
弐
尺
弐
寸

二
間
四
寸
五
分 二 間 三 尺 五 寸 五 分

三 尺 四 寸

三 間 七 寸

　

五
寸
五
分

一
奥
行
八
間
二
尺

　

弐
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

地
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
村
太
七

此
坪
数
廿
四
坪
八
合
三
勺　
　

但
シ
、
壱
坪
ニ
付
三
拾
銭

此
御
券
金
七
円
四
拾
五
銭

　
　
　
　

受
籍
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

該
御
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

喜
代
田
源
助
姉

朱割印

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

喜
代
田
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計
壱
員

右
之
者
、
今
般
当
町
六
拾
四
番
地
江
転
居
ニ
附
籍
券
被
差
越
正
ニ
落
掌

致
候
、
以
来
当
方
江
加
籍
致
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
十
六
日　

上
京
第
廿
四
区
冷
泉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

勝
見
儀
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
殿

　
　
　
　

受
籍
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

該
御
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
利
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

父　

松
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

妻　

い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
男　

勇
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
女　

や
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

計
五
員

右
之
者
、
今
般
当
町
五
百
壱
番
地
江
移
転
致
候
ニ
付
、
送
籍
券
被
差
越
、

自
今
弊
町
江
編
入
候
也

一
七　
（　
　
　

）

一
七　
（
九
一
六
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
九
八
九
）

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　

上
京
第
廿
八
区
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　

当
区
金
吹
町

　
　
　
　

戸
長　

藤
井
仁
兵
衛
殿

　

一　

明
治
十
一
年
後
半
季
分
前
徴
集
メ
左
ニ

　
　
　

 

地
価
金
拾
円
ニ
付　

壱
銭
五
厘
ツ
　ヽ

総
区
長
同
書
役
同
助
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
給
料

　
　
　

右
同
段　
　

ニ
付　

拾
銭
四
厘
ツ
　ヽ

会
儀

（
マ
マ
）所
費

　
　
　

右
同
段　
　

ニ
付　

八
厘
弐
毛
ツ
　ヽ

地
券
調
費

　

一　

表
家　

壱
戸
ニ
付　

拾
八
銭　
　
　
　

巡
査
費

　

一　

裏
家　

同　
　
　
　

九
銭
　
　
　
　

後
半
年
分

　

一　

表
家　

同　
　
　
　

七
銭
五
厘　
　
　

区
長
給
料

　

一　

裏
家　

同　
　
　
　

三
銭
七
厘
五
毛　

同

　

一　

表
家　

同　
　
　
　

八
銭　
　
　
　
　

戸
長
給
料

　

一　

裏
家　

同　
　
　
　

四
銭　
　
　
　
　

同

　

一　

人
口　

壱
人
ニ
付　

五
厘
ツ
　ヽ
　
　

戸
籍
徴
兵
并
ニ
調
費

　

〆 

但
シ
、
本
日
出
府
仕
候
処
、
後
半
年
前
徴
金
集
メ
之
義
、
賦
課
法

品
替
リ
相
成
候
ニ
付
、
徴
集
メ
方
暫
時
御
見
合
可
被
下
様
区
長
衆

ヨ
リ
之
達
シ
ニ
付
、
此
段
至
急
御
通
知
申
候
也

　
　
　
　

七
月
十
九
日
午
後
四
字
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　

  

上
京
第
三
社
月
当
番

　

右
之
通
リ
取
集
メ
、
廿
日
午
前
第
九
字
（
マ
マ
）迄
ニ
相
納
可
申
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

区
長

　
　
　

七
月
十
八
日

右
達
ニ
付
、
暫
時
相
見
合
可
申
候
也

　
　
　
　

博
覧
会
入
費
計
算
書

一　

金
五
円　
　
　
　
　
　

会
中
火
防
費

一　

金
壱
円
拾
五
銭　
　
　

出
品
運
輪

（
マ
マ
）賃

一　

金
壱
円
八
拾
銭　
　
　

川
端
氏
日
当

一　

金
五
円
四
拾
銭　
　
　

北
村
氏
日
当

一　

金
三
円
四
銭　
　
　
　

物
品
損
傷
償
却

一　

金
八
銭
二
厘　
　
　
　

活
版
代

計　

金
拾
六
円
四
拾
七
銭
二
厘

　

内　

金
八
円
廿
三
銭
六
厘　

地
価
割

　

又　

金
八
円
廿
三
銭
六
厘　

戸
数
割

右
之
通
相
違
無
之
候
也

　
　
　

十
一
年
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

区
長

一
八　
（　
　
　

）

一
八　
（
九
一
五
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

（
九
八
八
）

　

但
シ
、
坪
割
金
拾
円
ニ
付
壱
銭
ツ
ヽ

　
　
　

又
壱
戸
ニ
付
壱
銭
弐
厘
裏
家
出
ス

　
　
　

十
一
年
七
月
十
六
日　

相
納
メ
候
也

　
　
　
　

皇
国
地
誌
編
輯
市
街
例
則

　
　
　
　
　

市
街
誌

本
誌
全
市
ノ
景
状
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
ス
故
ニ
、
本
例
ニ
照
準
シ
細
密
ニ
之

ヲ
記
シ
、
遺
漏
ナ
カ
ラ
ン
ヲ
要
ス

上
下
京
第
何
区　

其
町

本
町
元
公
武
某
氏
ノ
邸
第
年
号
干
支
月
日
新
ニ
市
街
ヲ
開
キ
町
名
ヲ
下

ス
、
或
ハ
社
寺
同
除
地
火
除
地
其
他
開
拓
埋
之
等
上
シ
同
シ
キ
類
、
又

ハ
元
某
町
ト
改
、
或
ハ
分
割
別
ニ
一
町
ヲ
ナ
シ
、
新
ニ
今
名
ヲ
下
ス
、

又
ハ
里
俗
某
ト
唱
フ
類
、
但
シ
、
延
暦
コ
レ
後
皇
宮
諸
門
官
署
、
尤
右

京
ノ
坊
保
街
巷
旧
名
俚
ス
ヒ
公
武
館
址
ノ
類
ニ
至
ル
マ
テ
、
古
昔
ニ
遡

リ
得
ヘ
キ
ハ
其
大
略
ヲ
摘
記
シ
、
毎
事
年
号
干
支
ヲ
揚
ク
ヘ
シ
、
未
詳

ナ
ル
ハ
其
年
号
類
ト
記
シ
テ
可
ナ
リ

　

但
シ
、
明
治
元
年
以
後
分
合
町
分
ハ
、
記
載
ニ
不
及
候
事

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

京
都
府

　
　
　
　

答
書

市
街
誌
御
編
輯
ニ
付
上
申
書

一　

上
京
区
第
廿
八
区　
　
　
　

東
玉
屋
町

今
般
市
街
原
田
御
調
査
ニ
付
テ
ハ
、
当
町
儀
古
来
ヨ
リ
北
側
玉
屋
町
ト

唱
、
南
側
ヲ
東
大
黒
町
ト
唱
来
レ
リ
、
何
タ
（
マ
マ
）由
縁
ニ
因
テ
称
シ
タ
ル
哉

不
分
明
ニ
就
、
町
中
所
持
旧
記
帳
簿
等
悉
皆
取
調
致
シ
候
得
共
、
古
昔

ニ
関
係
ノ
書
物
一
切
無
之
、
且
何
レ
ノ
年
代
ヨ
リ
右
町
名
ヲ
附
シ
候
哉

不
詳
、
尤
伝
聞
ノ
儀
モ
承
知
不
仕
候
付
、
此
段
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月　
　
　
　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村
太
七
㊞

一　

受
籍
証
入　

封
之
侭
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

下
京
第
四
区
御
射
山
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長

　
　
　

七
月
廿
六
日

　
　
　
　

戸
長
稲
葉
氏
ヘ
相
渡
候

三
品
敬
仁
親
王
、
去
廿
六
日
薨
去
ニ
付
、
今
三
十
一
日
ヨ
リ
明
後
八
月

二
日
迄
、
日
数
三
日
之
間
歓
舞
音
曲
無

（
マ
マ
）停
止
候
条
、
即
喜
（
表
カ
）裏
屋
ニ
至
迄

一
九　
（　
　
　

）

一
九　
（
九
一
四
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

（
九
八
七
）

無
漏
可
相
達
候
也

　
　
　

七
月
三
十
一
日

　
　
　
　

寄
留
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

下
京
第
拾
九
区
御
影
堂
前
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

商　
　

西
村
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

附
籍　
　
　

新
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
六
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〆
壱
名

　

 

但
シ
、
右
寄
留
証
之
義
、
戸
長
稲
葉
氏
ヘ
差
出
シ
候
得
共
、
請
取
証

出
不
申
候
ニ
付
、
十
一
年
八
月
九
日
改
取
戻
し
候
、
右
寄
留
証
喜
代

田
店
嘉
七
殿
迄
返
済
候
也

右
之
者
、
今
般
該
御
町
内
喜
代
田
源
介
方
江
、
本
日
ヨ
リ
日
数
弐
百
日

之
間
寄
留
致
度
旨
申
出
候
ニ
付
、
此
券
附
与
致
候
条
、
右
寄
留
中
該
御

町
御
作
法
通
御
執
計
被
成
下
候
也

　
　
　

明
治
十
一
年
七
月
廿
七
日　
　
　

  

右
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

太
田
伊
三
郎
印
（
書
印
）

　
　

上
京
第
廿
八
区
玉
屋
町

　
　
　
　

戸
長　

稲
葉
長
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　

諭
達

　

一　

 

近
来
小
児
遊
具
笛
之
内
、
巡
査
非
常
相
図
吸
子
笛
之
音
ニ
紛
敷

笛
、
道
路
ニ
次
歩
行
成
者
有
之
ニ
付
、
以
後
吸
子
ニ
紛
敷
翫（
玩
）
弄

不
致
候
様
、
各
小
児
父
兄
之
者
ヘ
御
注
意
置
有
之
度
、
此
段
及

御
通
知
候
也

　
　
　
　

 

但
シ
、
各
区
内
翫（
玩
）
弄
物
販
売
致
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
必
ズ
談
、

吸
子
ニ
紛
敷
笛
販
売
不
致
候
様
、
懇
ニ
御
注
意
置
有
之
度
候

也

　
　
　
　
　
　

十
一
年
七
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
区
長

右
之
通
区
長
衆
よ
り
諭
達
有
之
候
間
、
夫
々
注
意
有
之
度
候
也

　
　
　

十
一
年
八
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長

　
　
　
　

雇
入
届
ケ

雇
入　
　
　
　
　
　
　
　

  

殿
む
ら
長
兵
衛
雇
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

京
都
府
下
伏
水
第
三
区
備
後
町

届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

商　

水
谷
利
吉
三
男

ケ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

浅
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
拾
壱
年
壱
ケ
月

右
之
者
本
日
雇
入
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候

　
　
　
　

暇
出
届
け
証

二
〇　
（　
　
　

）

二
〇　
（
九
一
三
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

（
九
八
六
）

暇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

殿
む
ら
長
兵
衛
雇
入

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

与
惣
吉

届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

下
女　

も
ん

け　
　

右
之
者
、
両
人
本
日
暇
遣
シ
候
間
、
此
段
届
ケ
申
上
候

　
　
　
　
　
　

八
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村
太
七

一　

 

町
惣
代
役
交
代
期
限
ニ
付
、
前
役
小
谷
忠
兵
衛
殿
御
立
会
之
上
、

梅
村
重
郎
兵
衛
様
ヘ
入
目
録
通
リ
引
合
、
諸
帳
面
其
外
一
切
相
渡

シ
、
無
滞
交
代
相
済
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
一
年
八
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

  

前
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
村
太
七

一　

 

脚
気
病
先
月
以
来
よ
り
本
月
迄
取
調
仕
候
ヘ
共
一
切
無
之
候
、
此

段
御
断
奉
申
上
候

　
　
　
　
　

十
一
年
九
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

  

梅
村
十
（
マ
マ
）郎
兵
衛

一　

 

先
年
以
来
よ
り
賞
典
願
（
マ
マ
）リ
候
者
者
、
当
町
内
取
調
候
ヘ
共
一
切
無

之
、
此
段
御
断
奉
申
上
候

　
　
　
　
　

十
一
年
九
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　

人

　
　
　
　

明
治
十
二
年
寅
三
月
廿
二
日　
　
　
　
　

  

役
行
者
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

松
井
宗
三
郎

右
本
日
用
掛
被
申
付
候
間
、
為
心
得
及
御
通
知
候
也　
　
　
　

  

筆
生

　

 

各
町
人
民
警
察
署
ヨ
リ
呼
出
等
之
節
、
是
迄
戸
長
付
添
出
頭
致
来
候

処
、
今
般
御
正
ニ
付
而
者
、
戸
長
壱
名
ニ
テ
事
務
多
端
之
義
ニ
付
、

爾
後
裁
判
所

ヲ
除
ク
当
人
江
戸
長
可
付
添
事
件
ニ
候
ハ
ヽ
、
其
町
分
伍
頭
及

町
分
ノ
内
ヨ
リ
付
添
出
頭
可
致
、
此
段
相
達
候
事

　
　

但
シ
、
戸
長
ヲ
可
要
事
件
者
此
限
ニ
非
ス

　
　
　
　

明
治
十
二
年
三
月
十
九
日　
　

  

上
京
区　

杉
浦
三
郎
兵
衛

右
之
通
達
有
之
候
条
、
自
今
其
町
之
人
民
警
察
署
ヨ
リ
呼
出
之
節
者
、

伍
頭
及
町
分
之
内
ヨ
リ
添
出
頭
致
、
其
事
由
可
届
出
事

今
般
依
願
拙
者
義
利
貞
と
改
名
、
書
記
青
山
長
兵
衛
義
者
、
長
祐
と
改

名
致
候
条
、
為
心
得
此
段
相
達
候
也

　
　
　

明
治
十
二
年
三
月
十
九
日　
　
　
　

  

上
京
区
長　

杉
浦
利
貞

　
　
　
　

地
所
売
買
直
段
書

一　

東
玉
屋
町
第
四
百
九
十
八
番
地
壱
ヶ
所

二
一　
（　
　
　

）

二
一　
（
九
一
二
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　
　

此
坪
数　

三
十
壱
坪
弐
歩

　
　

代
価
金　

九
円
三
拾
六
銭　

但
シ
、
壱
坪
三
十
銭
割

右
之
通
御
座
候

　
　
　

明
治
十
二
年
七
月
廿
日

　
　
　

総
代
役　

明
治
十
三
年
八
月
一
日　

  

先
役　

小
西
市
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

跡
役　

矢
沢　

兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

  

立
会
役
中
所
持
之
物
品
引
合
之
上
更
ニ
交
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
（
マ
マ
）退　

加
藤
儀
兵
衛
受

一　

 

加
藤
政
治
郎
殿
当
町
江
来
住
之
節
、
先
役
よ
り
早
速
届
書
差
被
出

置
候
処
、
今
般
勧
業
場
ヨ
リ
御
下
ケ
附
之
木
札
返
上
ニ
付
、
新
ニ

転
宅
人
亦
者
営
業
人
車
ニ
書
可
出
ス
旨
ニ
付
、
則
届
ケ
書
取
斗
候

事

一　

 

并
ニ
是
迄
御
下
ケ
附
木
鑑
札
、
町
中
取
集
メ
十
八
枚
ニ
戸
毎
ニ
一

枚
持
之
印
書
ヲ
以
八
月
二
日
下
江
名
前
相
印
、
役
場
ニ
お
ゐ
て
長

野
氏
江
返
上
候
事　

但
シ
、
木
村
ハ
ナ
シ

一　

 

八
月
七
日
浅
井
平
兵
衛
殿
弟
平
三
郎
殿
義
ニ
付
、
母
八
重
殿
被
参
、

右
平
三
郎
義
、
去
ル
年
ヨ
リ
上
京
区
七
組
西
北
小
路
町
安
達
こ
の

殿
江
相
続
ニ
遣
シ
御
座
候
処
、
先
方
母
病
心
ニ
而
此
度
浅
井
氏
江
同

居
之
依
頼
、
然
ル
ニ
当
時
上
ニ
而
母
こ
の
名
前
之
処
、
右
同
居
ニ

付
平
三
郎
戸
主
名
ニ
し
て
同
居
出
来
候
物
哉
、
且
亦
下
四
組
右
こ

の
娘
縁
付
被
致
候
ニ
付
、
一
端
浅
井
ヘ
同
居
之
上
母
こ
の
一
名
丈

右
娘
之
内
江
封
籍
仕
度
旨
、
依
而
上
借
家
之
義
ニ
付
、
右
七
組
江
今

日
よ
り
平
三
郎
名
前
ニ
致
度
旨
届
書
持
致
願
候
事
ニ
取
斗
、
且
亦

封
籍
之
義
者
、
上
ヨ
リ
引
取
上
当
校
江
封
籍
証
願
出
候
事
、
然
ル

ニ
浅
井
ヨ
リ
上
江
通
知
手
違
ニ
而
、
最
早
七
区
よ
り
送
籍
出
之
跡

ニ
テ
残
念
と
相
成
候

一　

 

八
月
六
日
午
後
七
時
、
裁
判
所
ツ
ル
タ
氏
懸
リ
拝
書
ヲ
以
、
其
表

書
者
上
京
区
第
廿
八
組
東
玉
屋
町
吉
野
広
助
と
印
、
明
九
時
尋
之

義
ニ
付
出
頭
と
有
之
、
然
ル
ニ
当
町
ニ
無
之
ヲ
以
、
上
京
区
第
廿

八
組
東
玉
屋
町
総
代
加
藤
儀
兵
衛
ケ
ン
印
ヲ
押
、
右
名
前
之
者
当

町
ニ
無
御
座
候
と
下
ケ
紙
答
書
候
者
也

一　

 

釜
座
薬
師
如
来
例
年
八
月
十
九
日
大
施
餓
鬼
ニ
付
、
薬
師
防
（
坊
カ
）壱
人

総
代
江
出
頭
、
長
五
郎
袋
仰
キ
、
三
袋
置
ヘ
ギ
法
名
札
八
札
添
、

米
袋
自
然
者
弐
袋
相
詰
メ
被
下
候
ハ
ヽ
、
忝
と
依
頼
被
置
候
ニ
付
、

弐
袋
更
ニ
取
斗
所
存
ヲ
以
、
□
西
東
ニ
而
一
枚
ツ
ヽ
持
廻
リ
候
処
、

小
西
氏
心
差
厚
一
袋
江
七
歩
斗
御
詰
ニ
付
、
別
物
ニ
致
、
跡
二
袋

二
二　
（　
　
　

）

二
二　
（
九
一
一
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

も
西
東
ニ
詰
リ
、
依
而
総
代
ニ
て
右
セ
殿
七
歩
之
跡
都
合
致
候
故
、

当
月
者
三
袋
也
、
乍
去
毎
年
之
義
ニ
付
、
是
ヲ
例
ニ
相
不
成
御
心

得
而
已
記
し
置
候
者
也

一　

 

毎
月
戸
数
廻
文

改
帳
交
（
マ
マ
）ヨ
リ
参
ル
節
、
品
換
リ
等
記
載
之
上
順
町
江
廻

ス
事
、
且
私
総
代
之
初
度
ニ
而
先
月
下
向
之
森
氏
来
住
ニ
付
、
当

八
月
よ
り
戸
数
江
加
ヘ
、
依
而
当
月
者
弐
十
五
戸
地
、
先
月
同
断
ニ

而
蛸
（
マ
マ
）江
廻
ス

〆
八
月

一　

 

八
月
十
八
日
之
事
、
明
十
三
前
半
季
物
産
書
出
之
方
校
ヨ
リ
達
シ
、

依
而
此
時
当
町
ニ
而
者
、
殿
村
氏
、
西
小
谷
氏
、
玉
之
三
軒
而
已

江
通
知
置
候
処
、
薬
商
四
里
役
等
ハ
先
年
ヨ
リ
入
ス
事
ニ
相
成
候
、

長
の
氏
之
咄
し
ニ
而
手
数
不
入
止
メ
ニ
取
斗
候

　
　
　

 

明
治
十
四
年
乙
二
月
四
日　

総
代
役
換
ニ
付
、
交
退
加
藤
儀
兵

衛
殿
宅
ニ
て

　
　

先
役
加
藤
儀
兵
衛
殿
宅
ニ
て
役
所
持
之
品
引
合

　
　

然
シ
先
々
引
合
品
書
帳
無
之
候
ハ
　ヽ

  

後
役　

小
谷
五
三
郎
殿

　
　

立
会
箱
改
受
取
申
候
事　
　
　
　
　
　

  

当
役　

谷
沢　

嘉
兵
衛

一　

当
組
四
百
八
拾
七
番
地

　
　

地
券　

壱
通

右
ハ
本
日
証
之
落
手
仕
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
二
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　

  

三
品
宗
兵
衛
㊞

　
　
　
　

谷
沢
嘉
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

東
玉
屋
町
四
百
八
十
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
品
惣
三
郎

右
之
者
、
明
治
十
一
年
十
月
ヨ
リ
当
町
岩
井
幸
七
殿
借
家
ニ
寄
留
致
候

処
、
勝
手
ニ
付
、
今
般
上
京
区
第
廿
四
組
真
如
堂
町
三
品
宗
兵
衛
方
ニ

引
取
候
間
、
是
迄
町
内
ニ
右
宗
三
郎
之
寄
留
券
預
置
候
処
、
右
之
次
第

ニ
付
、
寄
留
券
差
戻
シ
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
四
月
二
日

　
　
　
　

御
答
証

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

殿
村
元
治
郎

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森　

ひ　

ろ

右
之
者
、
入
学
無
之
旨
御
達
シ
ニ
付
、
早（
マ
マ
）束
通
知
致
し
候
処
、
日
々
両

家
共
入
学
仕
居
候
答
ニ
付
、
此
段
奉
申
上
候
也

二
三　
（　
　
　

）

二
三　
（
九
一
〇
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　
　
　

明
治
十
四
年
六
月
丗
日　
　
　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村
太
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　

急
達
シ
書

一　

 

七
月
一
日
ヨ
リ
午
前
第
七
時
開
庁
、
正
午
十
二
時
閉
庁
、
諸
願
伺

届
等
午
前
第
九
時
限
リ
之
事
、
七
月
一
日
於
当
我
猶
外
打
漏
候
間
、

為
心
此
段
申
入
候
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

役
場

右
之
通
リ
達
シ
有
之
候
間
、
早
々
御
通
達
申
入
候

　
　
　

六
月
丗
日

　
　
　
　

不
動
産
所
有
無
有
届
ケ
証

一　

表
屋
不
動
産
所
有　
　
　
　

拾
七
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
之
内
同
居
人
弐
戸
有
之
候

一　

表
借
家　
　
　
　
　
　
　
　

七
戸

右
之
通
相
違
無
御
座
候
間
、
此
段
御
届
ケ
奉
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
七
月　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　

人
口
本
籍
并
ニ
雇
入
届
ケ
証

一　

百
拾
弐
人　
　
　
　

本
籍
之
者

一　
　
　

三
人　
　
　
　

同
居
人
之
者

一　

四
拾
三
人　
　
　
　

雇
入
之
者

合
計
〆

右
之
通
相
違
無
御
座
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
七
月　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

御
答
書

一　

 

十
四
年
前
半
ヶ
年
物
産
出
御
調
之
義
、
右
当
町
内
相
調
候
処
無
御

座
候
間
、
此
段
御
断
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
七
月　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

御
断
書

一　

 

本
府
第
参
拾
壱
号
御
布
達
ニ
、
生
薬
種
別
、
産
地
、
採
取
高
并
ニ

製
薬
種
別
、
毎
月
ノ
製
量
高
、
毎
半
期
分
別
紙
書
式
ニ
照
準
シ
、

品
種
無
遺
漏
取
調
候
様
御
達
シ
ニ
付
、
早
束
（
マ
マ
）当
町
相
調
候
処
無
御

座
候
間
、
此
段
御
断
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
七
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代

―

　
　
　
　
　
　

歎
願

二
四　
（　
　
　

）

二
四　
（
九
〇
九
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

一　
 

本
年
甲
第
百
号
ヲ
以
テ
確
定
ニ
就
テ
ハ
、
去
ル
明
治
九
年
ヨ
リ
同

十
四
年
迄
税
仮
上
納
有
之
候
分
、
本
年
十
月
三
十
一
日
限
決
算
皆

上
納
可
致
旨
御
達
相
成
候
、
然
ニ
右
改
租
上
納
之
義
ハ
、
私
共
ニ

於
テ
予
テ
承
知
可
仕
筈
ニ
候
得
共
、
何
分
自
今
民
費
課
出
相
嵩
、

附
而
ハ
物
貨
騰
貴
日
々
生
活
ニ
困
却
罷
在
候
際
ニ
付
、
何
卒
格
別

之
御
仁
恤
ヲ
仰
、
前
條
地
租
之
義
丗
ヶ
年
度
崩
ニ
上
納
仕
度
、
此

段
其
御
筋助
情
願
被
成
下
度
、
只
管
困
願
仕
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
七
月　
　
　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村
太
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　

戸
長

　
　
　
　
　
　

河
原
林
半
四
郎
殿

　
　
　

 

但
シ
、
此
義
ニ
付
、
町
内
不
動
産
所
有
一
流
（
マ
マ
）ヨ
リ
拙
者
名
当
ニ

而
連
印
有
之
候
事

　
　
　
　

退
校
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

木
村
喜
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

次
女　

と
め

右
之
者
、
今
般
退
校
願
出
候
ニ
付
、
何
卒
御
聞
届
ケ
奉
御
願
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
七
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　

退
校
願
書

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

谷
沢
た
み

右
之
者
、
小
覚
生
徒
長
々
御
世
話
之
段
難
有
奉
存
候
、
此
度
退
校
奉
願

候
、
宜
敷
御
聞
届
ケ
被
成
下
度
、
奉
御
願
申
上
ケ
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

谷
沢
嘉
兵
衛

前
条
之
通
リ
被
願
出
候
間
、
何
卒
此
段
御
聞
届
之
段
奉
御
願
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
八
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

惣
代

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

御
答
証

一　

 

書
ヲ
以
テ
家
業
ト
致
居
候
者
御
取
調
候
処
、
右
当
町
内
ニ
於
テ
無

御
座
候
間
、
此
段
御
答
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
八
月
三
日　
　
　
　

  

惣
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　

退
校
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

加
藤
儀
兵
衛

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
女　

き
み

右
長
々
生
徒
御
世
話
様
之
段
難
有
奉
存
候
、
此
度
女
校
場
ヘ
入
学
仕
度

候
ニ
付
、
何
卒
宜
敷
御
聞
届
御
願
申
上
候

　
　
　

明
治
拾
四
年
八
月
八
日

二
五　
（　
　
　

）

二
五　
（
九
〇
八
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　
　
　
　

御
断
リ
書

士
族
ニ
テ
就
業
之
者
無
業
之
者
御
取
調
ニ
御
座
候
処
、
右
当
町
内
ニ
於

テ
無
御
座
候
間
、
此
段
御
答
奉
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
八
月
八
日　
　
　
　
　
　

  

惣
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

八
月
八
日
学
校
よ
り
達
シ
之
義
有
之
候
ニ
付
、
明
九
日
午
前
午（
マ
マ
）学
出
頭

有
之
候
也
相
達
シ
ニ
付
、
九
日
午
前
九
字（
時
）
校（
学
脱
カ
）ヘ
出
頭
仕
候
処
、
則
左
ニ

別
紙
之
通
リ
達
シ
ニ
付
、
早
束
（
マ
マ
）急
達
シ
ニ
而
町
内
ヘ
相
達
シ
置
候
也
、

左
ニ
写

　
　
　
　
　
　

急
達
シ

一　

 

戸
長
交
代
期
限
ニ
付
、
甲
第
百
拾
六
号
ヨ
リ
撰
挙
投
票
、
来
ル

十
五
日
限
リ
当
役
場
ヘ
差
出
し
候
事
、
甲
第
百
廿
三
号
布
達
、
本

月
五
日
ヨ
リ
実
施
相
成
候
ニ
付
、
諸
願
伺
届
ケ
書
初
メ
一
行
ヲ
明

ケ
置
候
事

一　

 

戸
長
役
場
ヘ
届
類
都
テ
戸
主
ヨ
リ
惣
代
ヲ
経
テ
差
出
し
、
惣
代
奥

書
ニ
不
及
軽
印
、
就
従
前
町
名
ニ
而
モ
押
捺
可
有
之
候
事

一　

 

家
屋
新
筑
（
マ
マ
）

戸
（
マ
マ
）投
等
之
節
、番
地
并
ニ
坪
数
棟
数
等
届
ケ
出
し
可
申
、

但
シ
、
借
地
之
向
其
地
主
之
名
前
書
記
之
事

一　

布
達
類
延
滞
之
趣
ニ
付
、
一
層
注
意
之
事

一　

旅
行
届
十
日
以
上
旅
行
之
者
往
復
届
出
之
事

一　

安
藤
精
軒
私
立
病
院
建
役
ニ
付
、
公
告
書
相
通
シ
之
事

一　

明
治
十
又

四
年
六
月　

小
検
査
点
数
比
表
第
三
壱
枚
相
廻
シ
置
候
事

右
之
通
リ
達
シ
有
之
候
間
、
早
束
（
マ
マ
）ニ
御
順
達
可
申
候
也

　
　
　

八
月
九
日

此
委
任
状
ハ
、
本
年
当
組
通
常
聯
合
町
会
ニ
お
ゐ
て
廃
棄
ニ
相
成
た
る

太
皷
楼
之
地
所
を
、
今
般
他
の
組
と
も
協
儀
之
上
売
払
不
許
也

　
　
　

明
治
十
四
年
九
月
九
日　
　
　
　
　

  

各
町
々
弐
名
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
町　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　
　

浅
井

―
印書
印
）

　
　
　
　
　

戸
長　

高
谷
惣
兵
衛
殿

一　

 

五（
御
）
霊
神
社
之
用
掛
リ
之
義
、
当
町
ト
大
恩
寺
町
両
町
ニ
而
壱
人
之

処
、
一
ヶ
年
ツ
ヽ
之
延
（
廻
カ
）リ
之
約
定
ニ
而
、
大
恩
寺
町
五
（
マ
マ
）頭
ト
鬮
引

候
ハ
ヽ
、
当
町
当
月
よ
り
十
五
年
八
月
中
当
町
之
当
番
ニ
御
座
候

也
、
猶
十
五
年
九
月
よ
り
大
恩
寺
町
ヘ
相
延
（
廻
カ
）シ
之
約
定
ニ
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
九
月
十
三
日

二
六　
（　
　
　

）

二
六　
（
九
〇
七
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

　
　
　
　

送
リ
籍
御
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
京
区
廿
八
組
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

喜
代
田
源
助
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

庄
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
七
年
九
ヶ
月

右
之
者
義
今
般
示
談
整
ヒ
、
上
京
区
第
廿
四
組
蒔
絵
屋
町
足
立
宗
七
之

養
子
ニ
遣
シ
度
候
ニ
付
、
何
卒
御
除
籍
被
下
度
、
此
段
宜
敷
御
取
計
奉

御
願
申
上
、
以
上

　
　
　

明
治
十
四
年
九
月　
　
　
　
　
　
　

  

右
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

喜
代
田
喜
助
㊞

一　

送
リ
籍
壱
対

右
者
上
京
区
第
廿
四
組
戸
長
伊
東
吉
作
殿
行
、
正
ニ
請
取
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
九
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

り
く
㊞

　
　
　
　

御
届
書

一　

安
政
四
年
巳
十
月
ヨ
リ　
　

  

鵜
川
善
兵
衛　

六
十
五
年
五
ヶ
月

　
　

上
京
区
拾
六
組
新
元
町　
　

  

妻　

ま
き　
　

六
十
九
年
三
ヶ
月

　
　

住
居
仕
候　

　
　
　
　
　
　

  

倅　

貞
治
郎　
　
　

六（
マ
マ
）年
七
ヶ
月

右
今
般
上
京
区
第
廿
八
組
東
玉
屋
町
梅
村
重
郎
兵
衛
方
ヘ
日
店
仕
度
候

間
、
何
卒
入
籍
之
処
宜
敷
御
取
斗
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
九
月　
　
　
　
　
　
　
　

  

鵜
川
善
兵
衛
㊞

一　

請
籍
壱
対

右
者
上
京
区
第
十
六
組
戸
長
城
戸
竹
治
郎
殿
行
、
正
ニ
請
取
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
九
月
十
七
日　
　
　
　
　

  

鵜
川
善
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　

御
答
書

一　

 

御
霊
社
氏
子
総
代
之
義
、
当
町
協
儀
之
上
五
（
マ
マ
）頭
の
相
延
（
廻
カ
）リ
ニ
而
我

等
当
時
相
勤
メ
候
ニ
付
、
此
段
御
届
ケ
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
九
月
廿
二
日　
　
　

  

総
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　

御
答
書

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

滋
賀
県
管
下
郡
村
不
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
民　

中
田
重
助

右
名
前
之
者
、
寄
留
又
者
止
宿
相
致
シ
居
不
申
候
哉
御
調
ニ
付
、
早
束
（
マ
マ
）

当
町
内
相
調
候
処
無
御
座
候
間
、
此
段
御
答
奉
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
十
月
三
日　
　
　
　
　
　

  

総
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　

暇
出
御
届
ケ
書

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
金
兵
衛
雇
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

栄
之
助

二
七　
（　
　
　

）

二
七　
（
九
〇
六
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
村
太
七
雇
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

き
ぬ

右
之
者
本
日
暇
遣
シ
候
間
、
此
段
御
届
奉
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
十
月
三
日　
　
　
　

  

東
玉
や
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代　

山
村
印
（
書
印
）

　
　
　
　

御
答
書

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
滋
賀
県
下
坂
田
郡
村
名
不
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
民　

森
藤
兵
衛

右
之
者
寄
留
又
者
止
宿
等
致
シ
居
不
申
候
哉
御
取
調
之
処
、
当
町
内
取

調
候
処
、
無
御
座
候
間
、
此
段
御
答
奉
申
上
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
十
月
十
九
日　
　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
山
村
太
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

御
答
書

一　

 

甲
第
百
七
拾
五
号
御
布
達
シ
之
府
会
議
員
撰
挙
人
、
地
租
金
五
円

以
上
之
上
納
之
者
、
当
町
内
取
調
候
処
、
無
御
座
候
ニ
付
、
此
段

御
断
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
十
一
月
十
九
日　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

戸
長　

高
谷
惣
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　

御
答
書

一　

 

甲
第
百
七
拾
五
号
御
布
達
シ
之
府
会
議
員
被
撰
挙
人
、
地
租
金
拾

円
以
上
之
上
納
之
者
、
当
町
内
取
調
候
処
、
無
御
座
候
ニ
付
、
此

段
御
断
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
十
一
月
十
九
日　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代　

山
村

―
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

戸
長　

高
谷
惣
兵
衛
殿

　
　
　
　

雇
入
暇
出
し
届
け
証

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
村
太
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

雇
入　

藤
三
郎

右
之
者
本
日
暇
遣
シ
候
間
、
此
段
御
届
け
奉
申
上
候

　
　
　

明
治
十
四
年
十
二
月
三
日

　
　
　
　
　
　

地
方
税
追
徴
左
ニ
、
営
業
税
増
金
左
ニ

一　

 

金
壱
円　

小
西
市
兵
衛
殿　
　

七
拾
五
銭　

谷
沢
嘉
兵
衛
殿

　
　

〆
金
壱
円
七
拾
五
銭

　
　

右
金
額
本
日
相
納
メ
候
也

　
　
　
　
　

十
四
年
十
二
月
三
日 二

八　
（　
　
　

）

二
八　
（
九
〇
五
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

　
　
　
　
　
　

御
届
証

一　

五（
御
）霊
神
社
氏
子
総
代　

谷
沢
嘉
兵
衛
殿

　
　

右
今
般
町
席
ニ
テ
相
定
リ
候
ニ
付
、
此
段
御
届
ケ
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
十
二
月
十
六
日　
　
　

  

総
代　

山
村
太
七

一　

 

今
般
当
町
内
集
会
決
義
ノ
上
、
森
卯
八
殿
江
総
代
役
ヲ
依
頼
致
候

ニ
就
而
者
、
要
用
之
品
物
取
調
、
左
之
通
森
氏
江
相
渡
候
事

　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
十
二
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

  

東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　

目
録

　
　

一　

町
内
式
法
簿　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

戸
籍
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

寄
留
人
名
録　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　
　
　
　

但
シ
、
界
紙
帳

　
　

一　

寺
受
状
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

市
街
一
筆
簿　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

同
地
坪
合
計
簿　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　
　
　
　

并
ニ
物
差
界
引
壱
本
宛

　
　

一　

地
所
間
数
取
調
帳　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

小
学
校
入
費
受
取
帳　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

金
銭
取
渡
簿　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

日
記
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

区
分
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

印
鑑
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

譲
リ
状
并
名
前
扣
帳　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

死
后
譲
リ
状
入　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　
　
　
　

但
、
皮
入

　
　

一　

買
得
ノ
節
証
書
板
挟　
　
　
　
　

壱
固
（
マ
マ
）

　
　

一　

当
町
内
絵
図
面　
　
　
　
　
　
　

壱
枚

　
　

一　

当
町
積
立
金
通　
　
　
　
　
　
　

壱
冊

　
　

一　

鑛
泉
掛
金
受
取
通　
　
　
　
　
　

壱
枚

　
　

一　

町
名
提
灯 

立
会
所
消
ス　

○　
　

弐
張　
　
　

会
所
ヘ
預
ケ

　
　

一　

紫
縮
面
織　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
ツ

　
　

一　

火
防
装
束　
　
　
同　
　

○　
　

弐
組　
　
　

会
所
ヘ
預
ケ

　
　

一　

マ
チ
タ
カ
袴　
　
同　
　

○　
　

壱
匁　
　
　

会
所
ヘ
預
ケ

　
　

一　

薄
黄
幟
風
呂
敷　

同　
　

○　
　

壱
枚　
　
　

会
所
ヘ
預
ケ

　
　

一　

東
玉
屋
町
印
形　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　
　

一　

鍵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　
　

一　

錠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　
　

一　

種
痘
入
用
判　
　
　
　
　
　
　
　

四
個

二
九　
（　
　
　

）

二
九　
（
九
〇
四
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　
　

一　

生
徒
印　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
個

　
　

一　

学
校
写
真　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
枚

　
　

総
計　

弐
拾
九
点　

外
ニ
役
場
ヘ
預
ケ
有
之
候
羊
（
マ
マ
）服
ポ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
度
所
寄
会
所
ヘ
預
ケ
有
之
候
也

　
　
　
　

外
ニ　

諸
書
類
一
式

　
　

一　

大
黒
天　

例
年
御
火
焚
ノ
事

　
　

右
之
通
正
ニ
預
リ
申
候
事

　
　

一
月
一
日
例
年
之
通
礼
式
之
事

　
　
　
　

七
日
起
業
式
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森
平
三
郎
㊞

一　

地
税
未
納
分
年
賦
願
書
差
出
シ
可
申
候
付
、
左
之
通
差
出
シ
候
事

　
　
　
　
　

十
五
年
三
月
十
六
日

　
　
　
　
　

市
街
地
税
未
納
年
賦
延
納
之
儀
ニ
付
御
願

　

 

市
街
未
納
地
税
之
儀
、
一
時
上
納
可
致
之
処
、
物
価
騰
貴
民
費
相
嵩

候
ニ
因
リ
、
一
時
上
納
難
相
成
候
ニ
付
テ
ハ
、
別
冊
仕
訳
書
之
通
年

賦
延
納
御
聞
届
ケ
被
成
下
度
、
此
段
奉
願
候
也

　
　
　
　

明
治
十
五
年
三
月　

  

上
京
区
第
廿
八
組
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

地
主
総
代　

小
西
市
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　
　
　

小
西
金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　
　
　

半
井　

万
助

　
　
　
　
　

京
都
府
知
事　

北
垣
国
道
殿

　
　

前
書
願
出
之
通
相
違
無
之
候
付
、
奥
書
調
印
仕
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

右
廿
八
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

野
橋
作
兵
衛

右
三
通
認
メ
差
出
ス

別
冊
仕
訳
書

　
　
　
　

明
治
九
年
度
分

　
　
　
　

未
納
地
税
年
賦
延
納
調
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

上
京
区
第
廿
八
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

東
玉
屋
町

宅
地
坪　

千
三
拾
五
坪
六
合
六
勺

一　

未
納
地
租
金　

三
円
八
拾
五
銭　
　
　
　

三
拾
ヶ
年
賦

　
　
　

但
シ
、
明
治
十
四
年
ヨ
リ
同
四
拾
三
年
迄

右
明
治
九
年
后
半
年
度
分
、
市
街
未
納
地
税
一
町
限
仕
訳
書
面
之
通
候

也
　
　
　

明
治
十
五
年　
　
　
　

  

上
京
区
第
廿
八
組
東
玉
屋
町

三
〇　
（　
　
　

）

三
〇　
（
九
〇
三
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

地
主
総
代　

小
西
市
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　
　
　

小
西
金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

同　
　
　

半
井　

万
助

右
之
通
九
年
后
半
年
度（
空
　
　
白
）

　
　
　

ト
相
認
メ
三
通
差
出
ス

明
治
十
年
度
ハ
六
円
三
拾
八
銭
六
厘
ト
認
メ
三
通
差
出
ス

同
十
一
年
度
ハ
六
円
三
拾
八
銭
六
厘
ト
認
メ
三
通
差
出
ス
、
都
合
九
通

差
出
シ
候
事

　
　
　

十
五
年
三
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

  

総
代　
　

森　
　

卯
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

評
価
人　

小
西
金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
同　
　
　

半
井　

万
助

　
　
　
　
　
　
　

記

一　

明
治
拾
年
三
月　

普
請
建
家
壱
ヶ
所　
　
　

山
邑　

多
（
マ
マ
）七

　
　
　

此
軒
下
坪
数　

三
坪
五
厘

一　

明
治
十
一
年
五
月　

普
請
建
家
壱
ヶ
所　
　

小
谷
五
三
郎

　
　
　

此
軒
下
坪
数　

三
坪
壱
合
五
勺

右
之
通
答
書
差
出
有
之
候
也

　
　
　

明
治
十
五
年
七
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代

―

一　

明
治
八
年
三
月　

普
請
建
家
壱
ヶ
所　
　

殿
村
長
兵
衛

　
　
　

此
軒
下　

全
ク
五
坪
弐
合
五
勺

一　

明
治
九
年
六
月　

普
請
建
家
壱
ヶ
所　
　

小
谷
忠
兵
衛

　
　
　

此
軒
下　
　

四
坪
六
合
五
勺

一　

明
治
五
年
十
月　

普
請
建
家
壱
ヶ
所　
　

加
藤
義
兵
衛

　
　
　

此
軒
下　

三
坪
五
合

　
　
　

九
月
十
一
日
差
出
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代　

森

 

明
治
十
五
年
一
月
改

　
　
　
　
　
　

半
井　

万
助
殿

当
町
議
員　
　

谷
沢
嘉
兵
衛
殿

　
　

金
番　
　

小
西
市
兵
衛
殿

同　
　
　

七
月
改　

　
　
　
　
　
　

小
西
金
兵
衛
殿

同　
　
　
　
　

加
藤
義
兵
衛
殿

　
　

金
番　
　

谷
沢
嘉
兵
衛
殿

右
明
治
十
五
年
中
御
役
員
様

　
　
　

十
二
月
十
五
日

　

明
治
十
六
年
一
月

　
　
　

金
番　
　

半
井　

万
助
殿

　

明
治
十
六
年
七
月
改

　

当
町
議
員　
　

加
藤
義
兵
衛
殿

小
谷
五
三
郎
殿

　　

金
番
兼
ル　
　

小
谷
五
三
郎
殿

 　
　
　
　

記

明
治
十
六
年
一
月
一
日　
　

例
年
通
年
賀
出
礼
之
事

三
一　
（　
　
　

）

三
一　
（
九
〇
二
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

同　
　
　
　
　
　

七
日　
　

例
年
之
通
起
業
式
之
事

同　
　
　
　
　

十
一
日　
　

例
年
之
通
稽
古
始
メ
之
事

右
出
頭
可
致
候
事

　
　
　

明
治
十
六
年
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森
平
三
郎
㊞

明
治
十
六
年
二
月
、
建
家
坪
数
并
ニ
土
蔵
坪
数
左
之
通
書
出
シ
置
候
事

壱
番
戸　
　

十
七
坪
四
合　
　
　
　

二
番
戸　
　

十
坪

三
番
戸　
　

五
坪
五
合
三
勺　
　
　

四
番
戸　
　

五
坪
五
合
三
勺

五
番
戸　
　

廿
三
坪
七
合　
　
　
　

六
番
戸　
　

十
二
坪
一
合
六
勺

七
番
戸　
　

廿
三
坪
四
合　
　
　
　

八
番
戸　
　

廿
六
坪
二
合
五
勺

十
二
番
戸　

十
六
坪
五
合　
　
　
　

十
三
番
戸　

十
七
坪

　
　
　

土
蔵
四
坪

十
四
番
戸　

十
六
坪　
　
　
　
　
　

十
五
番
戸　

六
坪
八
合
五
勺

　
　
　

土
蔵
三
坪
七
合
五
勺

十
六
番
戸　

十
一
坪　
　
　
　
　
　

十
七
番
戸　

十
七
坪
四
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
蔵
三
坪
七
合
五
勺

十
八
番
戸　

十
四
坪
八
合
五
勺　
　

十
九
番
戸　

九
坪
五
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
蔵
三
坪
七
合
五
勺

廿
番
戸　
　

十
九
坪
五
合　
　
　
　

廿
一
番
戸　

十
五
坪
壱
合

　
　
　

土
蔵
六
坪
一
合
八
勺

廿
二
番
戸　

廿
二
坪
五
合　
　
　
　

廿
三
番
戸　

三
十
四
坪
壱
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
蔵
八
坪

廿
四
番
戸　

廿
一
坪
三
合　
　
　
　

廿
五
番
戸　

廿
二
坪
七
合
五
勺

　
　
　

土
蔵
五
坪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
蔵
六
坪

廿
六
番
戸　

十
坪　
　
　
　
　
　
　

廿
七
番
戸　

十
三
坪

廿
八
番
戸　

十
五
坪　
　
　
　
　
　

廿
九
番
戸　

十
坪

　

建
家
総
計　

四
百
十
坪
三
合
二
勺

　

土
蔵
総
計　

四
十
坪
四
合
三
勺

　

総
計　

四
百
五
十
坪
七
合
五
勺

右
之
通
ニ
御
座
候
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森
平
三
郎

　
　
　

二
月
十
三
日

一　

 

客
明
治
十
五
年
三
月
願
済
ニ
相
成
候
地
租
未
納
年
賦
延
納
之
儀
、

此
般
一
分
ノ
利
足
引
ニ
テ
皆
納
致
候
、
仕
訳
書
左
之
通
差
出
シ
候

事

　
　
　
　
　

市
街
宅
地
税
年
賦
延
納
願
仕
訳
書

　
　
　

 

高
金　

拾
六
円
六
拾
弐
銭
弐
厘　

明
治
九
、十
、十
一
、

仮
納
決
算
不
足
額
三
ヶ
年
改
租
中

　
　
　
　

 

但
シ
、
明
治
十
四
年
ヨ
リ
三
十
ヶ
年
賦
、
壱
ヶ
年
金
五
拾
五

銭
四
厘
、
末
年
金
五
拾
五
銭
六
厘

　
　
　
　

内　

金
五
拾
五
銭
四
厘　
　

明
治
十
四
年
分
賦
金

三
二　
（　
　
　

）

三
二　
（
九
〇
一
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

　
　
　
　
　
　

金
五
拾
五
銭
四
厘　
　

明
治
十
五
年
分
賦
金

　
　
　

差
引　

金
拾
五
円
五
十
一
銭
四
厘

　
　
　
　

内　

金
拾
円
三
拾
五
銭
八
厘　

 

十
六
年
ヨ
リ
向
四
十
三
年
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
八
ヶ
年
分
利
引

　
　
　

差
引　

金
五
円
拾
五
銭
六
厘
也

一　

合
金
六
円
廿
六
銭
四
厘
也

右
之
通
一
時
上
納
可
仕
候
也

　
　
　

明
治
十
六
年
二
月　

  
上
京
区
第
廿
八
組
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

町
中
地
主
総
代　

半
井
万
助
印
（
書
印
）

　
　
　
　

上
京
区
長　

杉
浦
利
貞
殿

　
　
　
　

溝
サ
ラ
ヱ
ニ
付
間
数
書

一　

 

南
側
五
十
七
間
二
分
九
厘

一　

北
側
四
十
九
間
五
尺
六
厘　
　

合　

百
〇
六
間
八
分
五
厘

右
之
通
ニ
有
之
候
也

　
　
　

明
治
十
六
年
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代　

森
平
三
郎

　
　
　
　

戸
長　

半
井
安
兵
衛
殿

　
「（

以
下
抹
消
）

一　

 

当
町
北
側
三
品
惣
兵
衛
殿
地
券
ヲ
以
、
金
子
借
用
致
度
候
ニ

付
、
戸
長
ノ
奥
書
願
度
間
、
添
書
之
義
被
頼
出
候
間
、
差
出
シ

有
之
候
事
」
此
分
更
ニ
取
消
ス
事

　
　
　

明
治
十
六
年
三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森
平
三
郎

右
之
一
条
即
刻
返
金
ニ
相
成
候
間
、
取
消
ノ
事

一　

 

当
町
岩
井
幸
七
殿
借
家
東
ノ
方
ヘ
三
品
惣
兵
衛
殿
借
宅
致
度
段
被

願
出
候
間
、
此
段
至
急
達
ヲ
以
相
廻
シ
候
処
、
差
支
無
之
事

　
　
　
　
　

十
六
年
三
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

㊞（
森
）

　
　
　
　

市
街
地
租
未
納
年
賦
延
納
一
時
上
納
金
高

一　

金
拾
壱
円
九
十
七
銭
七
厘　
　
　
　

 

九
、十
、十
一
、三
ヶ
年
分
賦

金
残
リ
高

　
　

内
金
七
円
九
十
八
銭
九
厘
也　
　
　

十
五
年
以
後
一
割
利
引
額

　
　

差
引
金
三
円
九
十
八
銭
八
厘
也　
　

現
納
高

　
　
　
　

金
四
十
一
銭
三
厘　
　
　
　
　

明
治
十
四
年
分
賦
金

　
　

合
計
金
四
円
四
十
銭
壱
厘
也

右
之
通
前
々
よ
り
取
調
相
違
無
之
、
依
テ
上
納
候
也

　
　
　

明
治
十
六
年
四
月
十
三
日　
　
　
　

  　
　
　
　

立
会
計
算
ニ

　
　
　
　

相
成
候
事

梅
村
殿

半
井
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森

三
三　
（　
　
　

）

三
三　
（
九
〇
〇
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

地
価
壱
円
ニ
付
壱
銭
三
厘
集
メ
尠
過
上
、
金
番
様
へ
預
ケ
置
候
事

△
清
水
殿　
　
　

△
前
川
殿　
　
　

△
喜
代
田
殿　
　

△
早
田
殿

△
山
村
殿　
　
　

△
小
谷
殿　
　
　

△
浅
井
殿　
　
　

△
高
谷
殿

△
西
村
殿　
　
　

△
梅
村
殿　
　
　

△
小
り
す
殿　
　

△
谷
沢
殿

△ 

カ
ト
殿　
　
　

△
小
金
殿　
　
　

△
半
井
殿　
　
　

△
小
新
兵
衛
殿

△
掛
見
殿　
　
　

△
殿
村
殿　
　
　

△
小
谷
殿　
　
　

△
小
の
殿

△
三
品
殿　
　
　

△
岩
井
殿　
　
　

△
会
所

右
年
賦
集
メ
三
十
三
銭
過
上
、
金
番
様
ヘ
預
ケ
皆
納
候
事

　
　
　

明
治
十
六
年
四
月
十
四
日

明
治
十
六
年
四
月
ヨ
リ
、
ヘ
キ
病
院
新
築
費
本
籍
雇
入
リ
モ
壱
人
壱
ヶ

月
五
厘
宛
集
メ
、
先
六
ヶ
月
程
ノ
事
ニ
有
之
候
事

人
口

一　

本
籍　
　

百
六
人

一　

雇
入　
　

三
十
三
人

合
計　

百
三
十
九
人

此
金　

六
十
九
銭
五
厘
也

　
　
　
　

十
六
年
度
通
常
会
々
議
費

一　

金
二
十
五
円
六
十
三
銭

　
　

内
訳

　
　

金
三
円
二
十
五
銭　
　
　
　
　

椅
子
五
脚
代

　
　

金
壱
円
四
十
五
銭　
　
　
　
　

議
案
五
十
部

　
　

金
七
十
二
銭　
　
　
　
　
　
　

報
告
書
五
十
部

　
　

金
四
円
八
十
銭　
　
　
　
　
　

書
記
日
当

　
　

金
二
円
四
十
銭　
　
　
　
　
　

受
附
小
使
日
当

　
　

金
壱
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭
茶
代

　
　

金
壱
円
〇
八
銭　
　
　
　
　
　

界
紙
代

　
　

金
六
円
四
十
三
銭　
　
　
　
　

行
厨
代

　
　

金
四
円
五
十
銭　
　
　
　
　
　

同

　
　
　

内
金
壱
円
九
十
銭
五
厘　
　

号
外
議
案
徴
収
過
剰

　
　

差
引　

金
二
十
三
円
七
十
二
銭
五
厘

　

収
入
部

一　

金
九
円
八
十
銭　
　
　

 

不
動
産
所
有
ス
ル
表
家
壱
戸
ニ
付
、
金
三

銭
五
厘

一　

金
十
四
円　
　
　
　
　

 

不
動
産
所
有
セ
サ
ル
表
家
壱
戸
ニ
付
、
金

二
銭
五
厘

　
　

差
引　

金
七
銭
五
厘　

過
剰 三

四　
（　
　
　

）

三
四　
（
八
九
九
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

右
之
通
、
明
治
十
六
年
七
月
十
日
取
集
メ
候
事
、
印
置

一　

建
家
壱
ヶ
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

持
主　

殿
村
元
治
郎

　
　
　

但
シ
、
地
所
持
主　

清
水
庄
七
殿

　
　

 

右
之
建
家
壱
ヶ
所
、
今
般
示
談
ノ
上
中
川
常
七
殿
ヘ
代
金
三
十
円

ニ
テ
売
渡
シ
候
ニ
付
、
連
印
ヲ
以
御
届
ケ
申
上
候
、
宜
敷
御
取
計

奉
願
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
十
六
年
十
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
京
区
第
廿
八
組
東
玉
ヤ
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

売
主　

殿
村
元
治
郎
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

親
類
惣
代　

殿
村
長
兵
衛
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

買
主　

中
川　

常
七
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

買
受
人　

半
井　

万
助
印
（
書
印
）

　
　

東
玉
屋
町

　
　
　
　

総
代　

森
平
三
郎
殿

一　

 

此
度
当
校
用
懸
北
村
常
氏
家
柄
不
都
合
と
之
義
ニ
付
、
組
内
各
町

江
一
通
月
五
十
銭
掛
依
頼
込
、
当
町
江
も
講
札
十
枚
ヲ
以
依
頼
被

越
候
得
共
、
時
節
柄
ニ
付
、
一
端
相
断
通
不
残
返
却
致
候
、
然
ル

ニ
折
悪
帳
簿
検
査
中
江
持
込
其
取
成
甚
悪
ク
不
止
得
立
会
、
則
通

五
枚
ヲ
懸
ル
ニ
一
聞
シ
弐
通
ハ
四
名
持
ト
シ
、
亦
三
通
ヲ
町
持
ト

定
、
都
合
五
通
也
、
此
段
後
日
心
得
記
シ
置

弐　

殿
村
長
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
谷
忠
兵
衛
殿

　
　

懸
見
喜
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

谷
沢
嘉
兵
衛
殿

　
　

小
西
金
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森　

平
三
郎
殿

　
　

加
藤
儀
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
谷
五
三
郎
殿

　
　

梅
邨
重
三
郎
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
野
太
三
郎
殿

　
　

高
谷　

弥
七
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

浅
井
新
兵
衛
殿  

弐

　
　

浅
井
平
兵
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
品
惣
兵
衛
殿

弐　

山
村　

太
七
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

岩
井　

孝
七
殿

　
　

喜
代
田
源
助
殿
改
十
二
月
十
九
日
御
届
ケ
附
替
ル

　
　

小
野
弥
七
殿

 

前
川
市
兵
衛
殿

　
　

清
水
庄
七
殿

右
之
通
、
月
六
銭
八
厘
五
毛
宛
御
出
金

　
　
　

明
治
十
七
年
十
二
月
七
日　

初
会

明
治
十
八
年
一
月
一
日　
　
　

年
賀
之
事

三
五　
（　
　
　

）

三
五　
（
八
九
八
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　
　
　
　
　

一
月
十
日　
　
　

起
業
式
ノ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

并
ニ
開
業
式
ノ
事

右
之
通
ニ
有
之
候
也

　
　
　

明
治
十
八
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

総
代　

森
平
三
郎　

㊞

　
　
　
　

東
玉
屋
町
御
中

　

明
治
十
九
年
一
月
一
日　
　
　

年
賀
之
事

　
　
　
　
　
　

一
月
十
日　
　
　

記
業
式
ノ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

并
ニ（

空
白
）

　

 

明
治
十
九
年
十
一
月
よ
り
上
廿
六
、
廿
七
、
廿
八
、
廿
三
、四
ヶ
組
連

合
戸
長
役
場
壱
ヶ
所
ニ
相
成
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

戸
長　

皆
山
源
治
郎

　
　
　

明
十
九
年
十
一
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
三
郎

右
之
通
廻
達
ニ
及
候
也

　
　
　
　

記

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

前
川
市
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

掛
見
喜
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

谷
沢
嘉
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

清
水　

庄
七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
の　

弥
七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

三
品
宗
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

浅
井
平
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

高
谷　

弥
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

梅
村
重
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

加
藤
義
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
金
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
谷
忠
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

森　

平
三
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
谷
五
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

岩
井　

幸
七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
の
太
三
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

是
よ
り
弐
枚
分
金
壱
円
渡
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
村　

多
（
マ
マ
）七
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
西
駒
太
郎

三
六　
（　
　
　

）

三
六　
（
八
九
七
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

殿
村
長
兵
衛
㊞

右
之
通
割
戻
シ
相
済
候
也　
　
　

但
シ
、
券
状
一
通
ニ
金
五
十
銭
割

　
　
　

明
治
二
十
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　

記

一　

 

今
般
小
西
金
兵
衛
殿
所
有
地
并
ニ
建
家
ト
モ
、
大
恩
寺
町
河
合
久

兵
衛
殿
ヘ
売
渡
シ
ニ
相
成
候
、
就
者
式
目
帳
ニ
本
文
相
認
メ
連
印

致
有
之
事

　
　
　
　
　

明
治
廿
年
十
二
月
十
四
日　
　
　
　

  

総
代　

森
平
三
郎

　
　
　
　
　
　

記

一　

 

今
般
山
村
太
七
殿
所
有
地
壱
ヶ
所
、
山
村
善
助
殿
ヘ
売
渡
シ
ニ
相

成
候
、
就
者
本
文
同
断
連
印
有
之
候
事

　
　
　
　
　

明
治
廿
年
十
二
月
十
四
日　
　
　
　

  

総
代　

森
平
三
郎

一　

今
般
小
西
金
兵
衛
殿
ヘ
御
恵
と
し
て
金
七
円
也
差
上
候
事

　
　
　
　
　

明
治
廿
年
十
二
月
十
四
日　
　
　
　

  

総
代　

森
平
三
郎

　
　
　
　

記

明
治
廿
一
年
中
役
中

一　

町
総
代

　
　

衛
生
組
長　
　

兼　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

平
三
郎

　
　

徴
発
物
計
掛　

ル

一　

前
半
年
金
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
沢　

嘉
兵
衛

一　

勘
定
目
附
方　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
井　
　

万
助

一　

総
テ
町
用
兼
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
村
重
郎
兵
衛

右
之
通
立
会
ノ
上
相
定
候
事

　
　
　
　
　
　

記

一　

 

今
般
小
谷
五
三
郎
殿
所
有
地
建
家
ト
モ
、
谷
田
孫
兵
衛
殿
ヘ
売
渡

し
ニ
相
成
候
、
就
者
本
文
式
目
帳
ニ
有
之
候
事

　
　

右
之
一
条
ニ
付
、
定
之
通
金
五
円
也
小
谷
氏
ヘ
差
出
ス
事

　
　
　
　
　

明
治
廿
一
年
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

町
中
立
会

　
　
　
　
　
　

明
治
廿
一
年
現
在
戸
数

一　

戸
数　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
戸

　
　
　

内
訳

　
　

営
業
者　
　
　
　
　
　
　

十
八
戸　

内
商
業
十
六
戸

三
七　
（　
　
　

）

三
七　
（
八
九
六
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
業　

二
戸

　
　

職
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
戸　

但
シ
、
病
院
ヘ
出
勤

　
　

無
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
戸　

 

但
シ
、
資
産
ヲ
有
シ
営
業
セ

サ
ル
者

一　

地
租
ヲ
納
ル
者　
　
　
　

十
一
戸　

 

但
シ
、
明
治
廿
年
三
月
ニ
テ

満
廿
三
年
已
上
ノ
者

一　

国
税
金
弐
円
已
上
納
ル
者　

壱
戸　

 

但
シ
、
明
治
廿
年
三
月
ニ
テ

満
廿
三
年
已
上
ノ
者

　
　

右
之
通
ニ
御
座
候
也

　
　
　
　
　

明
治
廿
一
年
六
月
十
五
日　
　
　

  

総
代　

森
平
三
郎
㊞

　
　
　
　
　
　

共
有
金
穀
如
件

一　

壱
ヶ
町
共
有　

土
地
壱
ヶ
所　
　

此
金
三
円
九
十
九
銭

一　

壱
ヶ
町
共
有　

家
屋
壱
ヶ
所　
　

此
金
六
十
円
也

　
　

右
之
通
御
座
候
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
―
㊞

　
　

右
之
通
立
会
決
議
ノ
上
、
答
書
差
出
シ
有
之
候
也

　
　
　
　
　

明
治
廿
一
年
六
月
廿
五
日　
　
　
　

  

総
代　

森
平
三
郎

一　

 

是
迄
町
中
所
有
地
所
建
物
、
今
般
森
平
三
郎
ヘ
附
替
登
記
相
済
候

事

　
　
　
　
　

明
治
廿
二
年
一
月　
　
　
　
　

  

売
主
惣
代　

山
村
善
助

明
治
廿
二
年
中
役
掛
リ　
　

別
段
日
記
扣
ル
ニ
不
及
候
由
ニ
付
、
今
后

不
持
候
事
決
定
候
也

　
　

衛
生
組
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

平
三
郎

　
　

町
総
代
兼
ル

　
　

出
納
方　
　
　
　

前　

加
藤　

義
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後　

梅
村
重
郎
兵
衛

　
　

勘
定
方　
　
　
　
　
　

半
井　
　

万
助

　
　

総
テ
町
義
務
員　
　
　

梅
村
重
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
直
金
番
立
会

明
治
廿
九
年
四
月
丗
日　
　

午
后
一
時
集
会

三
八　
（　
　
　

）

三
八　
（
八
九
五
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

衛
生
組
長
撰
挙
会
開
ク

正
ニ
、
上
羽
新
七
殿

右
撰
挙
当
撰
ス

一　

 

本
日
総
代
ニ
関
ス
ル
帳
簿
書
類
其
他
器
具
等
、
前
役
立
合（
会
）
之
上
相

預
リ
候
也

　
　
　
　
　

明
治
三
十
年
一
月
三
日　
　

  

立
会
人　

前
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

上
羽　
　

新
七
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

梅
村
重
郎
兵
衛
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

小
西　

市
兵
衛
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

当
役　

浅
井　

平
兵
衛

一
月
九
日
、
新
年
宴
会
併
テ
定
期
惣
会
ヲ
開
キ
、
町
則
ニ
対
ス
ル
修
正

決
議
ノ
要
件
ハ
町
則
ニ
記
入
ス

町
幹
事
改
撰
挙

正
幹
事　

山
村
善
助
氏

副
幹
事　

川
口
寅
蔵
氏

去
ル
九
日
、
定
期
総
会
ニ
於
テ
決
議
ノ
正
幹
事
山
村
善
助
氏
、
明
春
惣

代
相
廻
リ
候
ニ
付
、
重
複
之
点
ヲ
以
テ
辞
任
相
成
候
間
、
同
点
者
谷
沢

嘉
兵
衛
氏
ヘ
相
譲
リ
可
申
候
故
、
差
支
無
之
或
否
ヤ
相
計
候
処
、
差
支

者
無
之
、
依
テ
正
幹
事
ハ
谷
沢
嘉
兵
衛
氏
ニ
決
議
ス

　
　
　

一
月
十
四
日

徴
発
ニ
関
シ
家
屋
ノ
軒
数
并
ニ
畳
数
、
倉
庫
ノ
棟
数
及
畳
数
、
至
急
ニ

取
調
可
致
旨
区
役
所
ヨ
リ
申
来
リ
ニ
付
、
左
之
通
リ
書
出
シ
候
也

　

家
屋　

軒
数　
　

弐
拾
六
戸

　
　
　
　

畳
数　
　

七
百
六
十
六
帖

　

倉
庫　

棟
数　
　

十
一
棟

　
　
　
　

畳
数　
　

弐
百
五
帖

　
　
　

一
月
十
四
日

各
町
貸
家
々
賃
及
敷
金
并
ニ
持
主
住
所
氏
名
等
必
要
之
儀
有
、
取
調
方

其
筋
ヨ
リ
照
会
有
之
候
ニ
付
、
左
之
通
リ
書
出
シ
可
申
候
也

　
　
　

明
治
三
十
年
三
月
拾
五
日

　
　
　
　
　
　
　

一
ヶ
月
貸
家
料　
　
　
　

敷　

金

　

壱
番
戸　
　
　

金
壱
円
五
十
銭　
　
　

ナ
シ　
　
　
　
　

上
京
区
元
廿
四
蒔
絵
や
町　
　

早
田　
　

平
助

　

二
番
戸　
　
　

同
壱
円
八
十
銭　
　
　

ナ
シ　
　
　
　
　

同
元
廿
八
東
玉
屋
町　
　
　
　

高
木　
　

幸
助

三
九　
（　
　
　

）

三
九　
（
八
九
四
）



第
六
十
一
巻  

第
四
号

　

七
番
戸　
　
　

同
七
円　
　
　
　
　
　

金
三
拾
円　
　
　

下
京
元
三
衣
棚
町　
　
　
　
　

西
村
吉
右
衛
門

　

十
九
番
戸　
　

同
四
円
弐
十
銭　
　
　

同
拾
円　
　
　
　

上
京
区
元
廿
四
蒔
絵
や
町　
　

早
田　
　

平
助

　

弐
十
弐
番
戸　

同
壱
ヶ
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
壱
百
円　

ナ
シ　
　
　
　
　
　
　

同
廿
八
組
東
玉
屋
町　
　
　
　

家
代
掛
見
惣
松

　
　
　
　
　
　
　

一
ヶ
月　
　
　
　
　
　
　

敷　

金

・
弐
十
四
番
戸　

金
三
円
五
十
銭　
　
　

ナ
シ　
　
　
　
　

上
京
区
元
廿
八
東
玉
屋
町　
　

小
西　

駒
太
郎

・
廿
六
番
戸　
　

同
弐
円
弐
十
銭　
　
　

金
弐
円
四
十
銭　

同　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

岩
井　
　

幸
七

・
廿
七
番
戸　
　

同
三
円
弐
十
銭　
　
　

ナ
シ　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

同　

人

・
廿
九
番
戸　
　

同
三
円
五
十
銭　
　
　

同
四
円
四
十
銭　

同　

元
廿
三
組
毘
沙
門
町　
　

橋
本　
　

タ
ケ

　

右
之
通
リ
ニ
候
也

一　

 

今
般
当
町
協
議
之
上
、
半
季
計
算
ニ
対
シ
坪
割
ヲ
廃
止
シ
戸
数
割

及
不
勤
料
等
ヲ
改
正
シ
、
其
他
経
費
予
算
案
計
算
簿
ニ
対
ス
ル
一

ヶ
年
ノ
収
出
等
、
別
則
之
通
リ
議
決
候
也

　
　
　
　
　

明
治
三
十
年
七
月
三
日　
　
　
　

  

総
代　

浅
井
平
兵
衛

一　

 

本
日
総
代
ニ
関
ス
ル
帳
簿
書
類
共
他
器
具
等
、
前
役
立
会
之
上
、

正
ニ
預
リ
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

立
会
人　

前
総
代　

浅
井
平
兵
衛

　
　
　
　
　

明
治
三
十
年
七
月　
　
　
　
　
　

  

当
役　

高
木　

幸
助

明
治
三
十
年
十
一
月
十
五
日
附
以
、
区
役
所
よ
リ
市
内
一
般
公
同
組
合

設
置
相
成
候
付
、
町
内
規
約
内
規
共
修
正
可
致
ノ
決
議
ニ
寄
、
修
正
員

半
井
万
助
氏
、
谷
沢
嘉
兵
衛
氏
、
浅
井
平
兵
衛
氏
、
百
木
伊
之
助
氏
、

上
羽
新
七
氏
右
五
名
氏
選
挙
高
点
ニ
付
依
託
シ
、
右
規
約
弐
通
出
来
、

当
町
各
戸
及
掛
家
敷
諸
氏
共
契
約
捺
印
致
候
也

　
　
　

明
治
三
十
年
十
二
月
四
日　
　
　
　
　
　

  

当
役　

高
木
幸
助

当
町
第
壱
番
戸
片
山
弥
三
吉
殿
、
本
日
左
記
之
通
以
書
面
ヲ
御
依
頼
相

成
候
所
、
当
日
小
西
市
兵
衛
氏
席
ニ
於
御
一
流
（
マ
マ
）ヘ
御
報
告
仕
候
処
、
差

支
無
之
候
ニ
付
、
該
書
面
町
内
之
箱
ヘ
納
置
候
事

 　
　
　
　
　

京
都
市
二
条
通
室
町
東
入
東
玉
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
壱
番
戸　

片
山
弥
三
吉

一　

 

今
般
拙
者
義
、
御
町
御
規
則
ニ
仍
掛
屋
敷
同
様
ニ
御
取
扱
被
成

下
被
降
度
、
此
段
御
依
頼
ニ
付
御
届
申
上
候
也

　
　
　
　
　

明
治
三
十
年
十
二
月
四
日　
　
　
　

  

片
山
弥
三
吉
印
（
書
印
）

　
　
　
　
　
　

東
玉
屋
町
惣
代　

高
木
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
掛
リ
御
中

四
〇　
（　
　
　

）

四
〇　
（
八
九
三
）



近
代
京
都
「
町
」
に
お
け
る
自
治
―
明
治
期
に
お
け
る
「
日
記
帳
」
―
（
西
村
・
奥
田
）

公
同
組
合
長
山
村
善
助
氏
満
期
ニ
付
改
選
之
処
、
当
選
ニ
テ
本
日
組
合

長
山
村
善
助
、
常
置
員
上
羽
新
七
、
半
井
万
助
ノ
三
氏
立
会
ノ
上
事
務

ヲ
引
続
、
諸
什
器
及
書
類
等
正
二
預
リ
候
也

　
　
　

明
治
参
拾
壱
年
七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

  

谷
沢
嘉
兵
衛

（
に
し
む
ら　

た
か
し
・
同
志
社
大
学
経
済
学
部
）

（
お
く
だ　

い
あ
り
・
同
志
社
大
学
経
済
学
研
究
科
後
期
過
程
）

四
一　
（　
　
　

）

四
一　
（
八
九
二
）
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